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03-3300-5655
03-3300-8093FAX

営 業 時 間  11：45~14：00
　　　　 17：30~
定   休   日  不 定 休

西友● ●交番

桐朋学園●

四季折々の旬菜や活魚を
生かした逸品から
ボリューム感のある料理まで。
素材を吟味し、持ち味を
引き出す三進のお料理。
ご家族や職場の皆様
お揃いでご賞味下さい。

ミスド●

ペルシャ絨毯・陶器・ハワイキルト

オーダーカーテン・パンジー室内履き

輸入商品フ ェ リ カ

こだわりの
ヨーロッパビールが飲める店 インポートセレクトショップ

03-3308-726403-3309-8439
毎週（水）、第１・３（火）定休
http://www.azi.ne.jp

毎週（日）、第１・２（月）定休
18：00～24：00

平日 11：30～14：00 17：00～22：00
   （L.O.21：00）
日・祝 12：00～14：30 17：00～20：00
定休　月・火

調布市仙川町 1-12-1

桐朋学園の北西　調布市仙川町1-8-3
03-3307-8000   telko@kochian.jp

画材・額縁

1971年 3月開店 2019年 12月閉店

実篤公園通り入口　　営業時間 10:00～18:00　
☎03-3300-8287　定休日 月曜、祝日
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ほっと安心できる温かな居場所を
作りたくてこの名前になりました。
新米ママに先輩ママがアドバイスします
地域の方々が気軽に立ち寄れる場所

世田谷区北烏山 7-6-11　代表者：井山順子
nukunukuchitokara@yahoo.co.jp
https:cakeshop2008.wixsite.com/nukunuku



　
「
二
一
〇
〇
年
の
天
気
予
報
」
を
ご
存
知
で
す

か
。
環
境
省
が
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
、
気
象
キ
ャ
ス

タ
ー
が
八
〇
年
後
の
夏
と
冬
の
あ
る
日
の
天
気
を

解
説
し
ま
す
。
温
暖
化
対
策
が
進
ま
ず
、
産
業
革

命
前
に
比
べ
て
地
球
の
平
均
気
温
が
四
・
八
度
上

昇
し
た
と
の
想
定
。
夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
列
島

各
地
で
四
〇
度
超
の
「
激
暑
」
が
続
き
、
こ
れ
は

「
気
象
災
害
」
だ
と
警
告
。
で
も
、
こ
れ
っ
て
も

う
「
既
視
感
」
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
夏
、
北

陸
・
東
北
地
方
で
四
〇
度
超
え
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

冬
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、「
今
日
は
節
分
で
す
が
、

五
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
大
豆
を
ま
い
て
い
た
そ
う
で

す
よ
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
豆
は
い
ま
や
入
手

困
難
な
高
級
食
材
」
と
の
解
説
。
米
作
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
北
海
道
で
さ
え
、
高
温
で
収
穫
量
減

少
と
も
。「
激
暑
」
も
困
り
ま
す
が
、
農
業
の
危

機
は
、
背
筋
が
凍
る
ほ
ど
怖
い
。
食
料
不
足
か
ら

社
会
不
安
が
起
き
、
戦
争
の
原
因
に
さ
え
な
る
か

ら
で
す
。

　

温
暖
化
の
原
因
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効

果
ガ
ス
。「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
い

う
事
業
が
あ
り

ま
す
。
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
や

み
ど
り
の
保
全
に
つ
い
て
都
内
の
全
62
市
区
町
村

が
連
携
し
て
取
り
組
む
。
そ
の
サ
イ
ト
で
は
、
私

た
ち
が
暮
ら
す
調
布
市
域
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
推
移
が
わ
か
り
ま
す
（
20
頁
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

目
立
つ
の
は
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
一
二
・
一
三

年
の
ピ
ー
ク
。
じ
つ
は
こ
れ
、
東
京
電
力
の
原
発

が
事
故
に
よ
っ
て
停
止
し
た
こ
と
が
主
因
で
す
。

原
発
は
発
電
過
程
で
は
二
酸
化
炭
素
を
ほ
と
ん
ど

出
さ
な
い
と
さ
れ
る
の
で
、
原
発
が
停
止
し
て
火

力
が
増
え
る
と
、
電
力
関
係
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
が
急
上
昇
。
そ
し
て
、
東
京
で
は
約
半
分
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
電
力
と
し
て
消
費
さ
れ
る
か
ら
、
そ

の
影
響
が
大
き
い
。

　

二
〇
一
三
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
は
、
わ
ず

か
三
年
で
一
〇
％
を
超
え
る
顕
著
な
減
少
が
。
こ

れ
に
も
、
全
原
発
の
停
止
に
よ
る
急
増
を
、
燃
料

構
成
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
抑
え
た
こ
と
が
大
き

く
影
響
。
調
布
市
環
境
基
本
計
画
の
年
次
報
告
書

で
は
、
こ
の
減
少
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
原
発
由
来
の
電
力
の
増
減
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
構
造
自
体
が
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
が
こ
こ
数
年
で
減
少
し
た
と

い
っ
て
も
、
九
〇
年
代
の
水
準
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
ま
せ
ん
。
部
門
別
に
み
る
と
、「
自
動
車
」
は

削
減
が
進
ん
で
い
る
が
、「
家
庭
」
は
明
ら
か
に

増
加
。
直
近
の
都
環
境
局
の
発
表
に
よ
る
と
、「
家

庭
」
は
二
〇
一
七
年
に
三
三
％
増
（
二
〇
〇
〇
年

比
）
で
す
。
増
加
が
も
っ
と
激
し
い
の
は
「
廃
棄

物
」
で
四
七
％
。
こ
れ
に
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
燃

焼
の
増
加
に
よ
る
」
と
注
記
が
。
調
布
で
も
こ
の

四
月
か
ら
一
部
の
プ
ラ
ご
み
の
焼
却
が
始
ま
っ
た

こ
と
が
、
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。

　

都
の
環
境
基
本
計
画
で
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
三
割
削
減
（
二
〇
〇
〇
年
比
）

が
目
標
。
そ
れ
を
実
現
し
な
い
と
「
二
一
〇
〇
年

の
天
気
予
報
」
が
現
実
に
な
り
か
ね
な
い
の
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
道
は
遠
い
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
方

か
ら
変
え
な
く
て
は
、
と
切
に
思
い
ま
す
。

�

（
若
葉
町
一
丁
目
）

暮
ら
し
を
変
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、仲
間
と「
移

動
式
え
ね
こ
や
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
20
ペ
ー
ジ
の
文
及

び
グ
ラ
ビ
ア
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

節
分
の
豆
ま
き
が
昔
話
に
な
る
と
き

 

一
般
社
団
法
人
え
ね
こ
や　

理
事　

大
村
哲
夫



　2

ご宴会 25名様まで ご宴会 30 名様まで

03-3308-9457 03-3308-9288

仙川駅改札口東側線路沿い仙川駅改札口東側線路沿い

いわし料理・天ぷら

うな重・なべもの

金曜日定休

味の店 11 時～15 時／ 17 時～23 時

伝統が生んだこだわりの味

京王線仙川駅前
でんわ 3 3 0 9-5 5 1 0

イ イ ト ン（ホーム上）

離れて暮らす家族をつなぐ。郵便局のみまもりサービス
※調布市市民課の印鑑証明書・住民票・戸籍謄抄本の交付　TEL:03-3300-3001  FAX:03-3300-8317
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表紙写真：甲州街道の仙川橋から仙川遊歩道を眺める
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1
今
は
、
ど
ん
な
時
代
だ
と
お
考
え
で
す
か

2
２
０
２
０
年
代
の
日
本
社
会
の
課
題
は

3
２
０
２
０
年
代
を
生
き
る
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

①
若
者
た
ち
へ

②
壮
年
た
ち
へ

③
シ
ニ
ア
た
ち
へ

4
宗
教
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。ど
の
よ
う
な
修
業
・
精
進
を
さ
れ
ま
し
た
か

5
仙
川
の
ま
ち
と
の
ご
縁
や
想
い
は

6
宗
教
外
の
付
帯
事
業
と
し
て
は
（
幼
稚
園
、
サ
ロ
ン
な
ど
）

7
仙
川
の
ま
ち
で
ど
の
よ
う
な〝
場
＝
空
間
〞で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
か

8
年
間
及
び
月
例
で
の
恒
例
行
事
は
（
一
般
の
方
も
参
画
で
き
る
も
の
）

9
『
せ
ん
が
わ
21
』
誌
へ
の
感
想
や
期
待

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ⓐ
名
称

ⓑ
宗
派
・
教
派

ⓒ
沿
革

ⓓ
代
表
者
（
職
名
も
）

ⓔ
所
在
地

ⓕTel

／Fax

ⓖe-m
ail

ⓗH
P

昌
翁
寺

1
人
と
人
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て

き
て
い
る

2
前
記
が
益
々
進
む

3
─
①
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
下
さ
い
。

3
─
②
若
者
と
シ
ニ
ア
を
繋
げ
て
下
さ

い
。

3
─
③
経
験
を
後
世
に
伝
え
て
下
さ
い
。

4
寺
で
生
ま
れ
育
っ
た
為
。
比
叡
山
延

暦
寺
で
修
行

5
仙
川
で
生
ま
れ
育
ち
30
年
以
上
経
ち

ま
し
た
。
ま
ち
の
景
観
や
商
店
街
の
店

舗
な
ど
に
変
化
を
感
じ
ま
す
。

6
あ
り
ま
せ
ん
。

7
静
か
で
落
ち
着
く
場
所
。

ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
項
目

第一特集

仙川の仙川の
教会教会

“心の時代”に聴く

　超少子・高齢化の中で、“人生 90 年”、下天の内にくらぶれば……。リアル＆バ
－チャルに大きなパラダイムシフトが希求される 2019 年の今、“心の時代” といえ
ましょう。
　この地球は、人類のわがままにより大なる負荷がかかっています。しかしながら、
悠久の時からみれば、人類の興亡をのみこんで、いのちを育んでいくことでしょう。
　この仙川の地で、寺院・神社・教会等を主宰される宗教家の先達各位にひとこと
を賜りました。

ここととばばのの
神社神社寺院寺院
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8
正
月
（
１
月
１
日
よ
り
７
日
ま
で
）

調
布
七
福
神
め
ぐ
り
、
４
月
８
日
花
ま

つ
り

8
１
月
元
旦
会
、
３
月
彼
岸
会
、
４
月

花
ま
つ
り
、
５
月
降
誕
会
、
６
月
茶
和

会
、
７
月
盂
蘭
盆
会
、
８
月
夏
季
晨
朝

法
座
・
納
涼
の
夕
べ
、
９
月
初
参
式
・

彼
岸
会
、
11
月
報
恩
講
、
壮
年
会
定
例

法
座
（
１
・
４
・
10
月
）、
婦
人
会
定
例

法
座
（
１
・
２
・
４
・
６
・
10
・
12
月
）

9
「
共
生
」
共
に
歩
み
、
共
に
成
長
し
、

共
に
発
展
を
！

西
照
寺

1
国
家
と
家
族
の
間
に
存
在
す
る
中
間

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
弱
く
な
り
、
お
互

い
に
支
え
合
う
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

2
格
差
社
会
。
支
え
合
う
社
会
的
シ
ス

テ
ム
の
構
築
。

3
支
え
合
っ
て
恵
ま
れ
る
い
の
ち
の
実

感
。
お
互
い
様
と
お
陰
様
。

3
─
①
友
達
は
大
切
な
財
産
。

3
─
②
趣
味
、
生
き
が
い
を
持
ち
軽
や

か
に
生
き
よ
う
。

3
─
③
社
会
へ
の
恩
返
し
を
い
か
に
す

る
か
。

4
お
寺
に
生
を
受
け
る
。
大
学
で
仏
教

を
学
ぶ
。
築
地
本
願
寺
に
奉
職
し
そ
こ

で
信
仰
に
生
き
る
信
徒
さ
ん
に
出
会
い
、

育
て
ら
れ
る

5
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
地
。

明
西
寺

1
心
の
貧
困

2
─
①
先
輩
か
ら
叱
ら
れ
る
大
切
さ
を

学
ん
で
欲
し
い

2
─
②
若
者
へ
叱
る
こ
と
の
で
き
る
壮

年
で
あ
っ
て
欲
し
い

4
生
ま
れ
育
ち
が
お
寺

5
発
展
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
し
か
し

反
面
そ
の
し
わ
寄
せ

6
書
道
（
月
１
回
）、
コ
ー
ラ
ス
（
月

１
回
月
曜
日
）、
ゆ
る
ヨ
ガ
（
月
１
回
）、

ヨ
ガ
（
隔
月
土
曜
日
）、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
調
布
９
団

7
垣
根
の
無
い
、
仕
切
り
を
感
じ
さ
せ

な
い
場
（
空
間
）
誰
も
が
集
え
る
場
所

9
地
域
の
課
題
等
を
よ
く
取
材
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

ⓐ大慈山　昌翁寺（だいじ
さん　しょうおうじ）

ⓑ天台宗
ⓒ江戸開府後の慶長年間
（1596 ～ 1615 年 ） に
創建。開山した飯高主水
貞政はもと今川義元の家
臣で、徳川家康公に召さ
れて関東入封の後、下仙
川村を知行地とする。菩
提寺として快要法印を開
基として迎え創建。飯高
家は代々、旗本として幕
末まで下仙川村を知行。

ⓓ住職　榎本照運
ⓔ仙川町 3-7-1
ⓕ Tel03-3300-2860
　 Fax03-3300-2008
回答者　榎本晃秀（副住職）

プロフィール

ⓐ湯嶋山　明西寺（ゆしま
さん　みょうさいじ）
ⓑ浄土真宗本願寺派
ⓒ 1622年江戸神田佐久間
町に建立、明暦の大火
（1657年）で築地に寺
墓移転、のち、関東大震
災で当地に 1927年に寺
墓移転
ⓓ住職　佐々木了宣（りょ
うせん）
ⓔ若葉町 1-43-5
ⓕ Tel03-3300-1901
　 Fax03-3300-2681
ⓖmyosaiji@jcom.

home.ne.jp
ⓗ www.myosaiji.or.jp
回答者　佐々木了宣

ⓐ慈眼山　西照寺（じげんざん　さい
しょうじ）

ⓑ浄土真宗本願寺派（お西）
ⓒホームページ参照
ⓓ住職　酒井淳昭
ⓔ若葉町 1-39
ⓕ Tel03-3300-7734
　 Fax03-3300-7794
ⓗ「仙川西照寺」で検索してください
回答者　酒井淳昭

プロフィール

プロフィール6
法
話
会
、
花
祭
り
、
旅
行
会
な
ど

7
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
街

8
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
告
知
さ
れ
て
い
る

い
ず
れ
の
行
事
も
参
加
で
き
ま
す
。

9
街
の
歴
史
を
刻
む
史
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

光
徳
寺

1
激
動
の
時
代

2
現
在
に
至
る
社
会
の
分
析
と
そ
れ
に

対
応
し
た
新
た
な
発
想
に
基
づ
く
新
し

い
社
会
の
構
築

2
─
①
自
由
に
、
元
気
に

2
─
②
明
る
く
楽
し
く

2
─
③
一
緒
に
仲
良
く

4
寺
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
結
局
、
継
職



　6

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

5
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
す
。

7
心
身
の
安
心
、
安
全
の
場

8
１
月
新
年
会
、
３
月
春
季
彼
岸
会
、

５
月
降
誕
会
（
宗
祖
誕
生
日
）、
７
・
８

月
盂
蘭
盆
会
、
９
月
秋
季
彼
岸
会
、
11

月
報
恩
講
（
宗
祖
命
日
）

9
面
白
く
拝
読
し
て
き
ま
し
た
。

な
時
代
。
し
か
し
、
忘
れ
が
ち
に
な
っ

て
い
る
大
切
な
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
、

実
は
と
て
も
危
う
い
時
代
で
も
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
寺
院
・
神
社
の
歴
史

と
社
会
の
中
で
の
役
割
で
は
な
い
か
。

2
２
０
２
０
年
代
の
日
本
社
会
の
課
題

は
、
政
治
だ
け
を
あ
て
に
す
る
こ
と
な

く
、
ま
た
政
治
の
役
割
を
軽
く
見
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
が
生
き
て

き
た
持
ち
場
で
工
夫
を
凝
ら
し
、
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、
社
会
の
復
元
力

を
養
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

3
同
じ
よ
う
な
悩
み
苦
し
み
を
持
ち
、

重
圧
を
感
じ
る
人
を
囲
む
、
緩
や
か
な

仲
間
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

上
で
、
と
り
あ
え
ず
大
切
に
な
る
と
思

う
。

　

ま
た
、
聖
な
る
次
元
に
向
き
合
っ
て

身
を
ひ
き
し
め
心
休
ま
る
よ
う
な
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
気
分
を
大
切
に
し
た

い
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
自

分
と
は
相
容
れ
な
い
他
の
宗
教
、
古
め

か
し
く
み
え
る
文
化
や
異
文
化
の
宗
教

的
気
分
に
対
し
て
も
、
敬
意
を
払
え
る

人
間
的
な
ゆ
と
り
を
持
ち
た
い
。
承
服

出
来
な
い
立
場
は
、
承
服
し
な
く
て
よ

い
。
そ
れ
ら
の
社
会
的
な
役
割
も
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
異
質
の
感
性

に
対
す
る
敬
意
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
無

用
な
対
立
を
減
ら
し
、
せ
っ
か
く
の
自

分
の
人
生
を
全
う
す
る
糧
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

若
者
た
ち
は
、
し
な
や
か
な
感
性
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。
一
見
、
古
臭
く

思
え
る
物
事
の
中
に
、
も
し
か
す
る
と

大
切
な
も
の
や
先
人
た
ち
の
苦
闘
の
跡

が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

壮
年
た
ち
は
、
地
元
を
離
れ
た
職
場

で
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば

居
住
地
の
事
情
に
も
関
心
を
寄
せ
、
異

業
種
の
人
た
ち
と
仕
事
と
関
係
な
い
交

流
を
育
て
て
ほ
し
い
。

　

シ
ニ
ア
た
ち
は
、
働
き
づ
く
め
の
時

代
を
生
き
抜
い
た
誇
り
を
忘
れ
ず
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
の
中
か
ら
、
置
き
忘

れ
て
き
た
大
切
な
も
の
を
、
次
の
世
代

に
伝
言
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
う
。

4
父
親
が
、
泉
龍
寺
住
職
を
勤
め
、
研

究
者
を
目
指
し
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦

争
に
召
集
を
受
け
、昭
和
20（
１
９
４
５
）

年
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
し
た
。
残
さ
れ

た
子
供
の
私
た
ち
は
幼
か
っ
た
。
直
後

の
混
乱
を
経
て
、
遺
児
を
将
来
の
住
職

に
育
て
よ
う
と
、
家
族
や
檀
家
、
教
区

寺
院
が
力
を
注
ぎ
続
け
た
。
中
高
生
の

こ
ろ
、
私
は
こ
の
こ
と
が
次
第
に
重
苦

し
く
な
っ
て
悩
ん
だ
。
し
か
し
、
１
年

間
の
浪
人
生
活
が
許
さ
れ
た
こ
と
で
感

激
し
、
住
職
へ
の
道
を
歩
む
決
断
を
し

た
。
周
囲
の
人
た
ち
を
信
じ
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
が
、
世
間
と
の
距

離
が
近
く
、
今
と
は
大
き
く
雰
囲
気
が

異
な
っ
て
い
た
。

5
仙
川
の
街
を
南
に
ま
っ
す
ぐ
松
原
通

り
を
行
き
、
松
原
を
過
ぎ
田
中
橋
ま
で

行
く
と
、
東
に
み
え
る
の
が
泉
龍
寺
で

あ
る
。
仙
川
の
街
の
南
側
は
、
昔
、
入

間
村
（
若
葉
町
・
入
間
町
・
東
つ
つ
じ

が
丘
）
と
い
い
江
戸
時
代
か
ら
大
き
な

農
村
で
、
泉
龍
寺
の
檀
家
が
多
く
、
特

に
菩
提
寺
へ
の
思
い
が
強
い
地
域
で
あ

る
。
仙
川
の
桐
朋
学
園
女
子
校
に
は
、

娘
も
孫
た
ち
も
通
い
、
妻
は
（
短
期
間

私
も
）
非
常
勤
講
師
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
、
親
近
感
が
あ
る
。

　

仙
川
に
比
べ
る
と
小
田
急
線
狛
江
駅

周
辺
は
、
充
実
し
た
街
に
成
長
す
る
機

会
を
得
な
い
ま
ま
、昭
和
57（
１
９
８
２
）

年
ご
ろ
再
開
発
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
。
大
き
な
市
民
運
動
に
よ
り
、
駅
前

再
開
発
の
巨
大
構
想
を
拒
ん
だ
こ
と
で
、

北
口
に
泉
龍
寺
境
内
を
含
む
緑
地
保
全

地
区
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
、

狛
江
独
特
の
歴
史
で
あ
る
。

　

狛
江
駅
は
、
仙
川
駅
か
ら
約
４
キ
ロ

ほ
ど
で
あ
る
が
、
駅
周
辺
が
超
高
層
の

ⓐ松寿山　光徳寺（しょうじゅざん　こうとく
じ）

ⓑ浄土真宗本願寺派
ⓒ 1617年創建、関東大震災後、現在地に移転
ⓓ住職　斯波孝浩
ⓔ若葉町 1-38-27
ⓕ Tel03-3300-6431
　 Fax03-5384-3344
ⓖ schiba@tamacc.chuo-u.ac.jp
回答者　斯波照雄（前住職）

プロフィール泉
龍
寺

1
今
は
、
通
信
・
移
動
な
ど
が
飛
躍
的

に
便
利
と
な
り
、
表
向
き
日
本
は
平
和

で
、
し
か
も
文
化
活
動
が
多
彩
、
趣
味

も
洗
練
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
快
適



7　

ビ
ル
街
と
な
ら
な
か
っ
た
点
で
同
じ
な

が
ら
、
互
い
に
個
性
の
あ
る
街
と
し
て
、

協
力
で
き
る
と
い
い
な
、
と
思
う
。
仙

川
か
ら
み
る
と
、
静
か
な
奥
座
敷
の
よ

う
に
な
っ
て
生
き
残
れ
た
ら
素
晴
ら
し

い
。

6
泉
龍
寺
境
内
に
平
成
23（
２
０
１
１
）

年
に
開
設
し
た
泉
龍
寺
仏
教
文
庫
が
あ

る
。
基
本
設
計
に
先
立
ち
、
泉
龍
寺
世

話
人
た
ち
と
共
に
武
者
小
路
実
篤
記
念

館
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
く
つ

も
の
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
学
ん
だ
。

泉
龍
寺
の
歴
史
に
関
わ
る
文
化
財
・
資

料
を
展
示
し
、
小
さ
な
郷
土
資
料
館
の

よ
う
な
役
割
を
し
、
ま
た
現
在
約
３
万

冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
仏
教
各
宗
派
の
教

え
、
地
域
別
に
並
べ
た
日
本
・
ア
ジ
ア

の
寺
院
に
関
す
る
図
書
な
ど
を
公
開
閲

覧
に
供
し
て
い
る
。
ま
た
年
数
回
の
仏

教
文
庫
講
座
を
行
っ
て
い
る
。

　

狛
江
駅
北
口
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る

泉
の
森
会
館
は
、
土
地
・
建
物
を
泉
龍

寺
が
提
供
し
、
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

喫
茶
な
ど
が
会
社
組
織
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
市
内
で
は
周
知
さ
れ
、
さ
さ
や

か
な
が
ら
地
域
の
文
化
発
信
、
市
民
交

流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
市

民
や
檀
家
の
有
志
に
よ
る
泉
の
森
友
の

会
の
支
援
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

8
泉
龍
寺
が
定
期
的
に
行
い
、
だ
れ
で

も
自
由
に
参
加
で
き
る
の
は
、
８
月
１

日
か
ら
６
日
ま
で
と
12
月
１
日
か
ら
８

日
ま
で
、
夏
・
冬
の
坐
禅
会
で
あ
る
。

毎
朝
６
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
約
40
分
間

の
坐
禅
、
毎
回
の
基
本
解
説
、
10
分
ほ

ど
の
読
経
、
７
時
30
分
く
ら
い
ま
で
の

掃
除
（
作
務
）
が
あ
る
。
樹
林
の
中
で

季
節
感
が
満
喫
で
き
る
。〈
無
料
〉

　

毎
週
日
曜
日
の
朝
７
時
30
分
よ
り
、

日
曜
読
経
会
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
。
30
分
ほ
ど
の
読
経
の
あ
と
、

毎
回
座
談
会
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
や
、
各
種
催
し
も
の
の
情
報
提
供

や
、
意
見
交
換
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ

る
。９
時
こ
ろ
に
は
散
会
す
る
。〈
無
料
〉

9
「
せ
ん
が
わ
21
」
の
活
動
は
、
狛
江

市
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
じ
め
て

知
り
、
充
実
し
た
編
集
に
び
っ
く
り
し

た
。
既
刊
の
分
は
、
調
布
市
・
狛
江
市

を
郷
土
の
エ
リ
ア
と
考
え
て
い
る
泉
龍

寺
仏
教
文
庫
に
、
重
要
な
郷
土
資
料
と

し
て
配
架
す
る
。
今
後
の
活
動
に
も
大

い
に
期
待
す
る
。

白
百
合
女
子
大
学

1
情
報
化
が
極
度
に
進
み
、
猛
烈
な
量

ⓐ雲松山　泉龍寺（うんしょうざん　
せんりゅうじ）
ⓑ曹洞宗
ⓒ伝説では奈良時代（765年頃）の
良弁僧正の雨乞いから始まる。曹洞
宗寺院としては、16世紀の後半か
ら。天正 19（1591）年石谷清定（い
しがやきよさだ）は徳川家康から入
間村（調布市）と和泉村（狛江市）
を知行地として与えられ、泉龍寺を
菩提所とした。そのため現・入間町・
若葉町・東つつじヶ丘の旧家の多く
が泉龍寺檀家となっている。
ⓓ住職　菅原淳一
ⓔ狛江市元和泉 1-6-1
ⓕ Tel03-3489-6778（泉龍寺）
　03-3480-3251（泉龍寺仏教文庫）
　Fax03-3489-2114
ⓗ http://www.senryuji.or.jp（泉龍寺）
　 http://bukkyobunko.com（ 泉 龍
寺仏教文庫）
回答者　菅原昭英（泉龍寺仏教文庫館
長、前住職）

プロフィール

の
情
報
が
獲
得
さ
れ
や
す
い
情
況
と
な

り
、
便
利
さ
が
増
す
反
面
、
自
ら
が
思

考
し
、
判
断
す
る
こ
と
が
減
少
し
、
ま

た
、face to face 

の
対
人
関
係
が
希

薄
と
な
り
、
人
間
の
孤
立
が
深
ま
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

2
少
子
化
、
超
高
齢
化
、
多
死
社
会
化

が
継
続
し
、
強
ま
る
中
で
、
家
族
の
枠

を
超
え
た
ケ
ア
の
精
神
が
行
き
渡
る
こ

と
が
不
可
欠
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
従
来
の
教
育
・
学
習
の
概
念
を
打

ち
破
っ
て
、
何
度
も
新
た
に
学
び
直
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
学
習
社
会
の
形

成
を
民
官
が
協
力
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

3
─
①
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
た

め
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

異
文
化
、
多
民
族
の
、
拠
っ
て
立
つ
基

盤
を
謙
虚
に
学
ぶ
こ
と
と
、
日
本
の
歴

史
、
文
化
に
つ
い
て
も
、
学
び
直
す
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

3
─
②
多
分
野
で
、
男
女
差
別
の
残
っ

て
い
る
日
本
社
会
に
お
い
て
、
日
常
生

活
か
ら
政
治
の
分
野
に
至
る
ま
で
、
男

女
協
働
の
機
運
を
高
め
て
ほ
し
い
。

3
─
③
人
生
百
年
時
代
を
充
実
し
て
生

き
る
た
め
に
、
身
近
に
あ
る
生
涯
学
習

の
機
会
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

4
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、「
宗
教
家
」

と
い
う
呼
び
方
は
普
通
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
立
場
と
し
て
、

「
聖
職
者
」（
司
教
・
司
祭
・
助
祭
）
や

「
修
道
者
」
が
い
ま
す
。
白
百
合
女
子
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大
学
は
、
宗
教
法
人
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ

ウ
ロ
修
道
女
会
の
修
道
女
た
ち
に
よ
っ

て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
学
校

法
人
白
百
合
学
園
の
中
枢
を
担
っ
て
い

ま
す
。
修
道
女
に
な
る
た
め
に
は
十
年

近
く
に
及
ぶ
修
練
の
時
間
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

5
今
か
ら
20
年
前
に
初
め
て
通
い
始
め

た
仙
川
は
、
ま
だ
発
展
途
上
の
田
舎
の

よ
う
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
著
し
い
変

貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
な
カ

フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
多
種
多
様
な
商

店
が
並
び
、
学
園
街
と
し
て
も
自
慢
で

き
ま
す
。

6
創
立
母
体
は
宗
教
法
人
で
す
が
、
本

校
は
学
校
法
人
で
す
。
姉
妹
校
が
全
国

に
10
ヵ
所
あ
り
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院

ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
に
基
づ
く
幅
広

い
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
学

で
は
、
私
立
大
学
と
は
言
え
、
国
の
教

育
法
制
の
も
と
に
高
度
な
一
般
教
養
・

専
門
知
識
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
学
部
６
学
科
の
体
制
で
、
文
学
部
で

は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
英
語
圏
を

中
心
に
、
そ
の
言
語
や
文
学
、
文
化
を

広
く
学
び
な
が
ら
他
者
と
共
生
す
る
見

識
を
持
つ
女
性
の
育
成
を
、
人
間
総
合

学
部
で
は
、
児
童
文
化
、
心
理
、
教
育
・

保
育
の
視
点
か
ら
人
を
知
る
学
び
を
追

求
し
、
適
切
な
支
援
の
で
き
る
女
性
の

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
社
会
人

入
試
や
編
入
学
試
験
も
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
社
会
人
の
方
の
学
び
直
し

の
場
と
し
て
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
内
に
は
大
学
院
も
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
学
部
に
お
け
る
学
術
研

究
を
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
に
深
い
学
識

と
高
い
研
究
能
力
を
養
い
、
文
化
の
向

上
と
人
類
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
修
士
課
程
／
博
士
課
程（
前
期
）

５
専
攻
、
博
士
課
程
（
後
期
）
３
専
攻

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
発
達

心
理
学
専
攻
は
公
認
心
理
師
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
対
応
し
て
お
り
、
心
理
系
学
部

で
の
学
び
と
併
せ
て
博
士
課
程（
前
期
）

２
年
間
を
学
ぶ
こ
と
で
、
国
家
資
格
で

あ
る
公
認
心
理
師
試
験
受
験
資
格
を
得

ら
れ
ま
す
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、

大
学
院
は
男
性
の
方
も
受
験
・
入
学
が

可
能
で
す
。
男
女
問
わ
ず
様
々
な
年
代

の
方
々
が
ご
自
身
の
興
味
・
関
心
を
深

め
る
た
め
に
、
大
学
院
で
学
ん
で
い
ま

す
。

7
本
学
は
、
広
い
緑
の
空
間
と
、
静
寂

が
支
配
す
る
、
清
浄
な
空
間
で
あ
り
、

研
究
と
学
び
の
場
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
学
校
を
こ
の
地
域
に
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

8
・
ミ
サ　

毎
週
木
曜
日
12
：
10
～

12
：
40　

大
学
内
チ
ャ
ペ
ル

・
チ
ャ
ペ
ル･

コ
ン
サ
ー
ト
（
本
学
キ

リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
主
催
）　

12
月

２
日
（
月
）
14
：
40
～
16
：
10

・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
集
い
（
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
）　

12
月
５
日

（
木
）　

16
：
15
～
16
：
30

9
記
事
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
せ
ん
が

わ
地
域
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
が
多
い
の
だ
と
、
毎
回
新
し
い
発

見
が
あ
り
ま
す
。

ⓐ白百合女子大学
ⓑキリスト教（カトリック）
ⓒ 1946年設置の白百合女
子専門学校を前身とし、
学制改革を経て、65年
調布市緑ヶ丘に白百合女
子大学開学。経営母体で
ある学校法人白百合学園
は、仙台白百合女子大学
の他、全国に高校 5校、
中学校 4校、小学校 3校、
幼稚園 6園を設置して
いる。

ⓓ学長　田畑邦治
ⓔ Tel03-3326-5050
　 Fax03-3326-4550
ⓕ緑ヶ丘 1-25
ⓗ https://www.shirayuri.

ac.jp/index.html
回答者の名前：田畑邦治

プロフィール仙
川
教
会

1
生
き
る
意
味
を
考
え
る
時
代

2
平
和
─
と
く
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平

和3
世
代
は
関
係
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
壁

を
の
り
こ
え
て
助
け
合
う
勇
気
と
希
望

を
持
つ
こ
と

4
死
を
身
近
に
感
じ
る
体
験
を
し
た
こ

と
。
牧
師
に
な
っ
た
後
、
ド
イ
ツ
、
ボ

ン
大
学
で
神
学
の
研
究
を
行
っ
た
。

5‌

50
年
以
上
生
活
。
故
郷
で
す
。

6
仙
川
教
会
子
ど
も
の
家
。
２
才
か
ら

の
幼
児
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

7
仙
川
は
教
育
、
音
楽
、
演
劇
、
文
化

の
町
。
キ
リ
ス
ト
教
会
も
広
い
意
味
で

〝
文
化
〟
の
ひ
と
つ
。
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

8‌

11
月
の
バ
ザ
ー
、
12
月
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ヴ
の
礼
拝
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演

奏
等
い
ろ
い
ろ
音
楽
の
集
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

9
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
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ⓐ日本バプテスト連盟・仙川キリスト教会
ⓑバプテスト派（キリスト教）
ⓒ 1962年、宣教師によって設立。仙川の地に根を下
ろしまもなく 57年に。

ⓓ牧師 山岸明
ⓔ三鷹市中原 1-24-8
ⓕ Tel＆ Fax03-3309-1788
ⓖ sengawa-yamagishi@nifty.com
ⓗ http://www.sengawac.com/
回答者　山岸明

ⓐ日本キリスト教団　仙川教会
ⓑプロテスタント（キリスト教）
ⓒ 1965年 10月３日創立
ⓓ牧師　大串肇
ⓔ若葉町２―27
ⓕ Tel03-3300-8150
　 Fax03-3300-3125
ⓗ www.sengawa-church.jp
回答者　大串肇

プロフィール

プロフィール仙
川
キ
リ
ス
ト
教
会

1
混
迷
で
あ
り
、
他
者
に
対
し
て
無
関

心
な
時
代

2
家
族
間
の
絆
を
い
か
に
深
く
強
い
も

の
に
し
て
い
け
る
か
。
現
在
、
日
本
の

殺
人
事
件
の
半
数
以
上
が
家
族
間
で
起

き
て
い
ま
す
。
離
婚
率
も
35
％
に
及
ぶ

現
状
で
す
。
あ
る
統
計
で
は
年
々
増
加

す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
そ
れ
に

よ
っ
て
貧
困
家
庭
も
ふ
え
て
い
る
）。

も
っ
と
も
愛
す
べ
き
家
族
の
崩
壊
に
危

機
を
感
じ
て
い
ま
す
。

3
─
①
人
生
の
目
的
を
発
見
し
、
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
歩
ん

で
ほ
し
い
。

3
─
②
家
族
を
大
切
に
感
謝
を
持
っ
て

歩
ん
で
ほ
し
い
。

3
─
③
人
生
経
験
を
生
か
し
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
参
加
し
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

4
人
生
の
挫
折
を
経
験
す
る
。
修
行
等

は
な
い
が
神
学
校
で
の
学
び
等
を
経
て
。

6
あ
り
ま
せ
ん
。

7
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
重
荷
を
下

ろ
せ
る
場
で
あ
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
場
。

8‌

12
月
ク
リ
ス
マ
ス
、
春
イ
ー
ス
タ
ー
、

毎
週
の
礼
拝
（
日
曜
10
：
30
～
12
：

00
）

9
こ
れ
か
ら
も
こ
の
働
き
が
続
き
ま
す

よ
う
に
。

お寺のボーイスカウト募集　調布第９団

連絡先　明西寺スカウト育成会　若葉町 1-43-5　☎03-3300-1901　dxylx16340@yahoo.co.jp

ビーバー隊 小学 1～ 2年生 「みんなと仲良く遊ぶ」「楽しみや喜びを分かち合う」
カブ隊 小学 3～ 5年生 自分の事は自分で行い、みんなでルールを作って仲良く遊ぶ。
ボーイ隊 小学 6～中 3年 キャンプやハイキング等を通じて野外活動の基本を学びます。

各隊毎月2～3回日曜日に活動しております。お気軽にお問い合わせ下さい。

お一人、お一人のニーズ・相談事へのサポート

せんがわ21サービス　TEL&FAX 03-3326-2707

企画・編集・制作・印刷
○個人史　○サークル史
○社史　　○広告

信頼の専門家を紹介
○進学　　○就活
○不動産　○相続

出版部 アレコレ相談室
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│
│
新
年
会
や
花
ま
つ
り
は
も
ち
ろ
ん
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
落
語
会
ま
で
一
年
を
通

し
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。

私
が
住
職
に
な
っ
て
か
ら
始
め
ま
し
た
。

毎
回
四
十
人
か
ら
五
十
人
程
度
、
新
年

会
で
は
も
う
少
し
多
く
の
方
が
見
え
ら

れ
ま
す
。

│
│
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
檀
家
の
方
々

が
中
心
な
の
で
す
か
。

浄
土
真
宗
で
は「
檀
家
」で
は
な
く「
門

徒
」
と
呼
び
ま
す
。
一
般
の
方
の
参
加

も
可
能
で
す
が
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
ご
門
徒
さ
ん
で
す
。
ご
高
齢
の
方
は

多
い
の
で
す
が
、
や
は
り
若
い
方
は
あ

ま
り
見
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
当
寺
院
が

築
地
に
あ
っ
た
時
代
に
ご
門
徒
だ
っ
た

家
の
方
々
が
、
今
で
も
お
参
り
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

│
│
ご
門
徒
の
皆
さ
ん
も
、
寺
院
と
一

緒
に
移
住
さ
れ
た
の
で
す
か
。

い
え
。
ご
門
徒
の
皆
さ
ん
は
都
内
の
あ

ち
こ
ち
に
散
在
し
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀

吉
が
京
都
で
宗
教
統
制
を
始
め
、
寺
院

は
庶
民
の
居
住
地
か
ら
隔
離
さ
れ
ま
し

た
。
寺
内
町
と
よ
ば
れ
て
い
る
区
画
で

す
。
江
戸
幕
府
も
こ
の
方
針
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
だ
か
ら
ご
門
徒
の
方
の
住

む
と
こ
ろ
と
寺
院
は
、
そ
も
そ
も
離
れ

て
い
る
の
で
す
。
江
戸
と
言
っ
て
も
広

く
あ
り
ま
せ
ん
。
木
場
か
ら
四
谷
、
せ

い
ぜ
い
歩
い
て
二
時
間
圏
内
で
す
。

│
│
な
る
ほ
ど
。
長
い
お
付
き
合
い
で

あ
れ
ば
、
代
替
わ
り
も
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
。

世
代
を
重
ね
る
毎
に
、
関
東
の
近
郊
に

散
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
遠
く
か
ら
お

墓
参
り
に
や
っ
て
来
る
方
が
増
え
ま
し

た
。
年
に
二
回
、
お
盆
と
お
彼
岸
に
来

ら
れ
る
方
が
大
半
で
す
ね
。
そ
の
方
た

ち
を
掘
り
起
こ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
お
墓
参
り
で
当
寺
院
に

見
え
ら
れ
る
の
で
、
も
う
少
し
仏
教
の

心
に
触
れ
て
貰
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
特
に
若
い
人
た
ち
を
掘
り
起
こ
す

の
は
難
し
い
で
す
が
。

│
│
玄
関
に
オ
モ
チ
ャ
が
置
い
て
あ
り

ま
し
た
ね
。

子
供
に
お
参
り
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
、

祖
父
の
強
い
思
い
か
ら
で
す
。
昭
和
初

年
か
ら
四
十
年
ま
で
子
供
会
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
紙
芝
居
を
し
た
り
。
娯
楽

が
な
か
っ
た
時
代
で
す
か
ら
。
仙
川
も

当
時
は
農
村
で
し
た
。
本
堂
に
二
百
人

く
ら
い
集
ま
り
ま
し
た
。

│
│
（
写
真
を
見
て
）
本
当
に
ぎ
っ
し

り
。
す
ご
い
人
気
で
す
。

お
菓
子
を
配
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
正

月
に
は
凧
や
羽
子
板
を
来
た
子
供
た
ち

に
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
祖
父
は
幼
少
の

頃
に
父
親
を
亡
く
し
苦
労
を
し
た
の
で
、

と
り
わ
け
め
ぐ
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
に

は
心
を
く
ば
り
ま
し
た
。
新
小
岩
で
も

ご
門
徒
さ
ん
の
お
風
呂
屋
さ
ん
で
出
張

子
供
会
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
こ

そ
小
奇
麗
な
町
で
す
が
、
当
時
は
貧
し

い
地
区
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
富
山
県

や
石
川
県
出
身
の
ご
門
徒
が
多
く
、
そ

の
ご
門
徒
が
営
む
風
呂
屋
で
実
施
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
の
父
母
は
富
山
の
出
身
で
す
。

│
│
浄
土
真
宗
で
す
か
？

は
い
。
富
山
の
農
家
で
す
が
、
そ
こ
で

は
集
落
の
者
は
皆
そ
の
集
落
に
あ
る
寺

に
出
か
け
て
行
き
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は

ご
門
徒
の
皆
さ
ん
が
遠
方
か
ら
来
ら
れ

る
と
聞
き
、
随
分
事
情
が
違
う
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

農
村
部
で
は
近
所
の
農
家
さ
ん
が
皆

ご
門
徒
な
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
し
っ
か
り
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
行
事
を
す
る
際
も
近
所
の
方
が

総
代
と
な
り
、
分
家
筋
を
通
し
て
も
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
我
々

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仙
川
に

も
そ
の
よ
う
な
地
域
に
根
付
い
た
寺
院

は
あ
り
ま
す
。

～西照寺住職・酒井淳昭さんへのインタビュー～

都市型寺院の挑戦都市型寺院の挑戦
聞き手　子吉信成
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│
│
門
徒
の
枠
に
捉
わ
れ
ず
、
地
域
の

人
が
お
金
を
出
し
合
っ
た
り
と
相
互
扶

助
を
し
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
希
少
に
な
り
ま
し
た
。『
せ
ん
が
わ

21
』
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
そ
う

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
だ
と
思
い

ま
す
が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。
行
政
や
企
業
と
は
異
な
る
中
間

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
ね
。
私
は
そ

れ
を
寺
院
を
中
心
に
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
方
は

昔
か
ら
住
ん
で
お
ら
れ
た
方
た
ち
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
九
割
以
上
が
他
の

土
地
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
で
す
。

│
│
例
え
ば
移
住
の
盛
ん
な
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
に
は
教
会
文
化
が
あ
り
ま
す
。

集
ま
っ
て
ミ
サ
を
行
い
、
皆
で
ご
飯
食

べ
て
い
ま
す
。
日
本
の
寺
院
は
そ
う
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

日
曜
礼
拝
（
ミ
サ
）
を
す
る
習
慣
が
な

い
か
ら
で
す
。
一
方
、
ハ
ワ
イ
や
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
寺
院
で
は
日
曜
礼
拝
を
行

っ
て
い
ま
す
。
寺
院
は
土
地
の
文
化
を

受
け
入
れ
て
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
信

仰
に
と
っ
て
形
態
は
問
題
で
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
仏
教
で
は
「
縁
起
」
と
言

い
ま
す
。
必
ず
こ
う
で
な
く
て
は
い
け

な
い
、
と
い
う
こ
と
は
な
く
場
面
に
応

じ
て
変
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。

だ
か
ら
、
イ
ン
ド
で
発
祥
し
た
仏
教
で

す
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
り
中
国
、

朝
鮮
、
日
本
へ
と
少
し
ず
つ
変
化
し
各

国
に
お
け
る
仏
教
と
し
て
発
展
を
遂
げ

ま
し
た
。
こ
れ
が
「
縁
起
」
で
す
。
環

境
に
よ
っ
て
、
融
通
無
碍
に
変
わ
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

│
│
な
る
ほ
ど
。
仏
教
文
化
と
い
う
固

有
の
文
化
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
文
化
に
信
仰
が
結
び
つ
く
の
で
す
ね
。

金
子
み
す
ゞ
に
〝
報
恩
講
の
詩
〟
と
い

う
作
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
か
つ

て
の
浄
土
真
宗
の
文
化
が
よ
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
で

し
ょ
う
。（
※
参
照
）

│
│
昭
和
初
期
と
い
え
ば
、
こ
ち
ら
の

寺
院
が
築
地
か
ら
移
ら
れ
て
き
た
頃
で

す
よ
ね
。

そ
う
で
す
。
当
時
は
こ
の
よ
う
な
風
景

が
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
は

歴
史
的
に
民
衆
の
も
の
で
す
。
貴
族
や

領
主
が
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
民
衆
が

集
ま
っ
て
い
た
場
所
を
「
道
場
」
と
呼

び
ま
し
た
。
天
文
年
間
、
つ
ま
り
戦
国

時
代
に
は
寺
院
は
僅
か
に
二
百
五
十
数

か
所
で
し
た
が
、
今
は
東
・
西
合
わ
せ

て
二
万
以
上
の
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
江
戸
時
代
の
宗
教
政
策
の
結
果
で

す
。
道
場
の
管
理
者
は
農
民
の
ま
ま
留

ま
る
の
か
、
僧
侶
に
な
る
の
か
選
択
を

迫
ら
れ
ま
し
た
。
僧
侶
と
い
う
立
場
と

な
っ
て
も
、
民
衆
の
信
仰
が
あ
く
ま
で

中
心
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
浄
土
真
宗
の
文
化
で
す
。

│
ご
門
徒
の
方
は
減
っ
て
い
ま
す

か
？

人
口
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
当
然
減
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
都
市
部
で
は
転

入
者
が
墓
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
一
時

的
に
増
え
て
い
ま
す
。
田
畑
を
受
け
継

ぐ
と
先
祖
を
敬
う
思
い
は
必
然
と
出
て

き
ま
す
が
、
都
市
部
で
は
そ
れ
が
難
し

い
。
産
業
化
社
会
の
特
徴
は
、
個
人
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
こ
と
で
す
。
横
の
広

が
り
も
縦
の
広
が
り
も
、
な
か
な
か
伝

承
さ
れ
て
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

│
│
最
後
に
、
ご
住
職
が
現
在
の
取
り

組
み
を
通
し
て
目
指
す
ゴ
ー
ル
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

私
の
取
り
組
み
に
は
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
は
伝
統
的
言
説
が
そ
の
ま

ま
で
心
に
響
く
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仏
教
的
言
説
を
一
度
我
が
身
に
受
け
現

代
に
即
し
た
言
葉
と
し
て
紡
ぎ
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
社
会
的
な
資
源
と
し
て
は
、
中

間
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
ゆ

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
西
照
寺
の
ご

門
徒
さ
ん
た
ち
の
中
で
、
寺
友
と
い
う

仲
間
が
自
然
に
形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

市
内
で
は
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
る
お
寺
も
あ
り
ま
す
。
駅
前

に
会
館
を
建
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
る
お
寺
も
あ
り
ま
す
。

※「
お
番
」
の
晩
は
雪
の
こ
ろ

雪
は
な
く
て
も
暗や

み

の
こ
ろ

く
ら
い
夜
み
ち
を
お
寺
へ
つ
け
ば

と
て
も
大
き
な
蝋
燭
と

と
て
も
大
き
な
お
火
鉢
で

明
る
い
、
明
る
い
、
あ
た
た
か
い

大
人
は
し
っ
と
り
お
話
で

子
ど
も
は
騒
い
じ
ゃ
叱
ら
れ
る

だ
け
ど
、
明
る
く
に
ぎ
や
か
で

友
だ
ち
ゃ
み
ん
な
よ
っ
て
い
て

な
に
か
し
な
い
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い

更ふ

け
て
お
家
へ
帰
っ
て
も

な
に
か
う
れ
し
い
、
ね
ら
れ
な
い

「
お
番
」
の
晩
は
夜
な
か
で
も

か
ら
こ
ろ
足あ

し

駄だ

の
音
が
す
る

金
子
み
す
ゞ
『
報
恩
講
』
よ
り
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八
幡
神
社

鎮
座
地
　
緑
ヶ
丘
２
─
５
─
５

祭
神
　
應お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

沿
革
　
縁
起
創
建
は
不
詳
。
旧
下
仙
川

村
（
調
布
市
）
と
旧
北
野
村
（
三
鷹
市
）

の
鎮
守
。
慶
長
年
中
（
１
５
９
８
年
～

１
６
１
５
年
）
に
勤
請
。
明
治
４
年
村

社
と
な
る
。
大
正
６
年
に
村
内
の
代
官

田
神
社（
第
六
天
社
）と
厳
島
神
社（
弁

財
天
宮
）
の
２
祭
神
を
合
祀
。
④
境
内　

社
地
は
１
７
４
２
㎡
（
５
２
８
坪
）。

建
物
は
社
殿
、
神
楽
殿
、
手
水
舎
。
調

布
市
内
で
神
楽
殿
を
持
つ
の
は
他
に
布

多
神
社
の
み
。
境
内
の
富
士
講
碑
は
富

士
信
仰
さ
か
ん
な
幕
末
頃
に
建
立
と
推

定
さ
れ
る
。
昭
和
50
年
ご
ろ
に
内
外
の

諸
施
設
・
設
備
の
整
備
を
行
っ
た
。

氏
子
組
織
　
旧
下
仙
川
村
と
旧
北
野
村

を
氏
子
圏
と
す
る
。
昭
和
49
年
に
奉
賛

会
が
設
立
さ
れ
、
神
社
役
員
は
双
方
か

ら
各
５
名
が
参
加
。
現
在
の
氏
子
数

４
９
２
世
帯

代
表
　
奉
賛
会
会
長　

浜
島
与
志
雄

宮
司
　
青
渭
神
社
（
深
大
寺
元
町
）
の

宮
司
が
兼
務
。

祭
礼
　
毎
年
９
月
の
第
３
月
曜
日
（
敬

老
の
日
）
を
大
祭
と
し
、
前
日
が
宵
宮

と
な
る
。
大
祭
の
日
は
午
後
１
時
よ
り

神
主
に
よ
る
祝
詞
と
と
も
に
氏
子
代
表

に
よ
る
玉
串
の
奉
奠
が
行
わ
れ
る
。
午

後
３
時
か
ら
は
神
楽
殿
で
、
地
元
有
志

に
よ
る
各
種
演
芸
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

仙
川
地
区
で
は
駅
前
及
び
緑
ヶ
丘
２
ヵ

所
に
神
酒
所
が
設
営
さ
れ
、
御
輿
・
曳

太
鼓
が
飾
ら
れ
る
。
曳
太
鼓
は
昭
和
７

年
に
下
仙
川
村
青
年
団
が
奉
納
し
た
も

の
。
他
の
年
間
行
事
と
し
て
、
１
月
元

旦
祭
、
３
月
に
節
分
祭
、
初
午
祭
、
祈

年
祭
、
４
月
弁
天
祭
、
11
月
新
嘗
祭
、

七
五
三
祭
の
各
種
催
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。

回
答
者
　
小
幡
邦
仁（
仙
川
町
３
丁
目
）

糟
嶺
神
社

鎮
座
地
　
入
間
町
２
─
19
─
13

祭
神
　
糟

か
す
み
ね
の
お
お
か
み

嶺
大
神

沿
革
　
由
緒
創
立
は
不
詳
。
多
摩
郡
内

の
４
墳
陵
の
一
つ
で
あ
る
小
高
い
陵

み
さ
さ
ぎ

山や
ま

の
高
所
に
あ
り
、
北
側
の
低
所
に
は

明
照
院
が
あ
る
。
御
神
体
の
男
神
坐
像

に
宝
永
元
年
（
１
７
０
４
年
）
に
作
ら

れ
た
と
の
銘
札
が
あ
る
。稲
荷
神
社（
宇

迦
能
御
魂
命
）
と
天
神
社
（
菅
原
道
真

公
）
の
境
内
社
が
あ
る
が
由
緒
は
不
詳
。

境
内
　
社
地
は
３
、
４
３
２
㎡

（
１
、０
４
０
坪
）。
社
殿
は
墳
陵
の
下

に
あ
っ
た
が
、
宝
暦
時
代
（
１
７
５
０

年
代
）
に
墳
上
に
引
移
し
た
。
社
殿
は

関
東
大
地
震
で
倒
壊
し
、
大
正
14
年
に

改
築
さ
れ
て
い
る
。
社
殿
と
し
て
は
、

本
殿
（
木
造
神
明
造
）
と
拝
殿
（
木
造
）。

昭
和
48
年
に
神
楽
殿
と
社
務
所
を
新
築

し
、
境
内
地
の
諸
整
備
を
行
っ
た
。
ク

ロ
マ
ツ
の
古
木
は
幹
囲
い
３
・
25
ｍ
、

推
定
樹
齢
５
０
０
年
前
後
と
み
ら
れ
る
。

氏
子
組
織
　
旧
入
間
村
を
氏
子
圏
と
す

る
。
中
（
滝
坂
）、
本
組
（
本
村
）、
山

谷
、
原
の
４
つ
に
組
分
け
さ
れ
、
４
年

毎
に
神
社
当
番
に
あ
た
っ
た
。
昭
和
45

年
頃
に
奉
賛
会
が
設
立
さ
れ
、
役
員
は

旧
組
か
ら
各
６
名
の
計
24
名
の
常
任
理

事
と
同
数
の
理
事
で
構
成
し
た
。
現
在

の
氏
子
は
約
１
０
０
世
帯
。

代
表
　
奉
賛
会
会
長　

新
井
七
吾

宮
司
　
国
領
神
社
（
国
領
町
）
の
宮
司

が
兼
務

祭
礼
　
10
月
８
日
に
大
祭
（
前
日
が
宵

宮
）。
当
日
は
当
番
組
の
２
～
３
名
が

宮
番
と
し
て
終
日
拝
殿
に
詰
め
る
。
氏

子
役
員
は
半
纏
姿
で
、
祝
詞
・
玉
串
奉

奠
・
神
前
舞
、
そ
の
後
神
主
と
と
も
に

御
神
酒
を
い
た
だ
き
直な

お
ら
い会

と
な
る
。
奉

賛
会
と
は
別
に
、
地
域
の
地
付
き
の
多

い
６
自
治
会
が
独
自
の
神
酒
所
を
設
営

し
て
祭
礼
を
行
う
。
①
入
間
町
１
丁
目

自
治
会
（
10
月
第
１
土
・
日
曜
）
～
子

供
御
輿
と
餅
つ
き
、
②
～
④
東
つ
つ
じ

ヶ
丘
２
・
３
丁
目
自
治
会
と
下
の
台
自

治
会
の
合
同
（
10
月
第
１
土
・
日
曜
）、

⑤
滝
坂
自
治
会
（
10
月
７
・
８
日
）、
⑥

若
葉
町
自
治
会
（
10
月
第
２
土
・
日
曜
）

回
答
者
　
新
井
七
吾（
入
間
町
１
丁
目
）

若葉町二丁目交差点東　℡03-6279-6987

あなたの手で
靴作りませんか

☎03-6909-1674http://zendai.jp
若葉町1-34-64
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下
仙
川
村
（
し
も
せ
ん
が
わ
む
ら
）

　

現
在
の
仙
川
町
１
・
２
・
３
丁
目
、
緑

ヶ
丘
１
・
２
丁
目
、
西
つ
つ
じ
ヶ
丘
２

丁
目
、
三
鷹
市
北
野
１
・
２
丁
目
。
中

世
の
仙
川
郷
が
、
近
世
初
頭
に
上
仙
川

村
・
中
仙
川
村
・
下
仙
川
村
に
分
か
れ

る
。

　

徳
川
家
康
の
関
東
入
府
後
、
今
川
の

旧
臣
飯
高
主
水
貞
政
を
召
し
出
し
、
そ

の
知
行
地
と
し
た
。
以
後
、
旗
本
飯
高

弥
五
兵
衛
が
幕
末
ま
で
知
行
し
た
。

　

検
地
は
１
６
８
６
（
貞
享
３
）
年
に

行
わ
れ
、
本
高
１
７
０
石
、
込
高

３
１
４
石
余
の
合
計
４
８
４
石
余
。
用

水
は
上
仙
川
村
の
勝
ヶ
渕
（
丸
池
）
と

そ
の
近
辺
の
湧
水
か
ら
な
る
仙
川
。
水

田
は
少
な
く
、
陸
田
が
主
で
あ
っ
た
。

　

１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
の
家
数
は

45
戸
、
人
数
２
５
９
人
で
あ
っ
た
。

入
間
村
（
い
り
ま
む
ら
）

　

現
在
の
若
葉
町
１
・
２
・
３
丁
目
、
入

間
町
１
・
２
・
３
丁
目
、
東
つ
つ
じ
ヶ
丘

１
・
２
・
３
丁
目
、
西
つ
つ
じ
ヶ
丘
４
丁

目
。

　

村
内
を
北
か
ら
南
へ
入
間
川
が
流
れ

る
。
南
北
に
国
分
寺
崖
線
が
走
り
、
東

側
は
小
高
い
丘
陵
（
武
蔵
野
台
地
）
と

な
り
、
西
側
は
平
坦
地
。
そ
の
た
め
滝

坂
や
大
坂
、
七な
の
ま曲

が
り
と
よ
ば
れ
る
屈

曲
し
た
急
坂
が
多
い
。

　

１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
に
石
谷
清

定
が
入
間
村
に
１
５
０
石
、和
泉
村（
狛

江
市
）
に
１
０
０
石
を
宛
行
な
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
１
６
３
３
（
寛
永
10
）
年
に

中
川
忠
次
、
佐
橋
吉
金
に
宛
行
さ
れ
、

こ
の
旗
本
三
氏
が
幕
末
ま
で
三
給
し
た
。

　

検
地
の
記
録
が
現
存
し
な
い
た
め
、

石
高
等
は
不
明
。
化
政
期
の
家
数
は
83

戸
。

江
戸
期
の
「
下
仙
川
村
」
と
「
入
間
村
」

参
考
文
献

『
宗
教
学
が
10
時
間
で
学
べ
る
』
島
薗
進

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ 

２
０
１
９
年
３
月
刊

『
神
道
入
門
』
井
上
順
孝

平
凡
社
新
書　

２
０
０
６
年
１
月
刊

『
寺
院
名
鑑
』
調
布
市
仏
教
会

２
０
０
９
年
４
月
刊

『
東
京
都
宗
教
法
人
名
簿
』

東
京
都
生
活
文
化
局　

昭
和
25
年
３
月
刊

『
多
摩
・
中
世
寺
院
の
諸
様
相
』

多
摩
地
域
史
研
究
会　

２
０
１
２
年
６
月
刊

『
多
摩
・
中
世
寺
院
と
地
域
社
会
』

多
摩
地
域
史
研
究
会　

２
０
１
３
年
６
月
刊

『
東
京
都
神
社
名
鑑
（
下
）』
東
京
都
神
社
庁

昭
和
61
年
３
月
刊

『
北
多
摩
神
社
誌
』

北
多
摩
神
道
青
年
会
む
ら
さ
き
会　

昭
和
51

年
８
月
刊

『
近
世
調
布
の
村
む
ら
』
調
布
市
研
究
資
料
Ⅱ

昭
和
59
年
３
月
刊

『
調
布
市
史　

中
巻
』
調
布
市
史
編
集
委
員
会

平
成
４
年
３
月

『
東
京
都
の
地
名
』
平
凡
社

２
０
０
２
年
７
月
刊

『
図
説　

調
布
の
歴
史
』

調
布
市
史
編
集
委
員
会　

平
成
12
年
３
月
刊

『
調
布
の
文
化
財
案
内
』
調
布
市
教
育
委
員
会

平
成
５
年
10
月
刊

調
査
協
力
機
関

◦
調
布
市
総
務
部
総
務
課
公
文
書
管
理
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２
・
４
８
１
・
７
３
７
０

◦
調
布
市
立
中
央
図
書
館
調
査
支
援
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２
・
４
４
１
・
６
１
８
１

声優プロダクション／録音スタジオ

〒182-0002　東京都調布市仙川町 1-14-34レシタル仙川 1F
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子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
生
む
地
域
の
ぬ
く
も
り

 

調
布
市
健
全
育
成
推
進
地
区
代
表
者
連
絡
協
議
会　

会
長　

蓮は
す
ぬ
ま沼

尚し
ょ
う
こ子

　
「
た
だ
い
ま
。」

　

勤
め
を
終
え
て
仙
川
駅
に
帰
り
着
く

と
心
底
ほ
っ
と
す
る
。
仙
川
駅
周
辺
は

色
に
例
え
る
と
「
橙
（
だ
い
だ
い
）
色
」。

安
っ
ぽ
い
オ
レ
ン
ジ
色
で
は
な
い
。
夕

焼
け
空
や
商
店
の
照
明
が
も
た
ら
す
色

に
加
え
て
、
そ
れ
は
こ
の
地
で
私
自
身

が
恵
ん
で
も
ら
っ
た
経
験
が
積
み
重
な

っ
て
き
た
「
今
」
の
色
な
の
だ
と
思
う
。

　

昭
和
50
年
、
上
ノ
原
小
学
校
を
卒
業

し
た
私
は
桐
朋
女
子
中
学
校
に
進
学
し

ま
し
た
。
つ
つ
じ
ヶ
丘
か
ら
一
駅
電
車

に
乗
っ
て
仙
川
商
店
街
を
抜
け
て
の
通

学
路
。
合
流
し
た
同
級
生
た
ち
と
の
会

話
は
部
活
の
こ
と
や
学
校
行
事
の
こ
と

で
盛
沢
山
。
当
時
の
駅
前
や
商
店
街
の

光
景
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な
い
の
が
今

と
な
っ
て
は
残
念
で
す
。

　

高
校
に
進
ん
で
ほ
ど
な
く
し
て
父
の

仕
事
の
関
係
で
海
外
に
転
出
す
る
と
同

時
に
仙
川
の
地
か
ら
遠
の
い
て
い
ま
し

た
。
15
年
ほ
ど
前
に
夫
と
息
子
、
娘
の

家
族
４
人
で
緑
ヶ
丘
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。
な
ぜ
仙
川
に
？　

私
の
実
家

に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

夫
が
仙
川
の
商
店
街
に
一
目
ぼ
れ
し
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
た
。
私
は
私

で
桐
朋
通
学
時
に
一
度
も
足
を
踏
み
入

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
「
甲
州
街
道
の

反
対
側
」
の
緑
ヶ
丘
に
興
味
津
々
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

緑
ヶ
丘
小
学
校
の
４
年
生
と
１
年
生

に
転
入
し
た
わ
が
子
た
ち
も
の
び
の
び

し
た
学
校
生
活
に
大
満
足
。
と
り
わ
け

「
農
園
活
動
」
は
他
の
地
域
で
は
体
験

し
た
こ
と
が
な
く
大
喜
び
の
彼
ら
。
自

ら
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
カ
ブ
、

枝
豆
や
大
根
を
「
ほ
ら
！
」
と
持
ち
帰

っ
た
と
き
の
得
意
満
面
な
表
情
に
つ
ら

れ
て
、
気
が
付
け
ば
私
自
身
も
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
農
園
で
土
を
触
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
「
農
園
活

動
」
を
単
に
学
校
の
授
業
の
一
環
と
し

て
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
は
多
く

の
地
域
の
人
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ

っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
。
土
を
耕
す
こ
と
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
畑
を
訪
れ
る
た
び
に
手
植

え
た
種
が
確
実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
よ
う
世
話
を
し
、
収
穫

に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
地
道

な
作
業
。
学
校
と
細
や
か
な
連
携
を
取

り
つ
つ
、
地
域
民
同
士
の
あ
た
た
か
い

絆
が
何
よ
り
の
原
動
力
に
見
え
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
私
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
経
て
健
全
育
成
緑
が
丘

地
区
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
小
中

学
生
対
象
の
地
域
活
動
の
運
営
に
加
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
若
輩
な
が
ら
昨
期

よ
り
会
長
職
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
緑
ヶ
丘
小
学
校
と
第
八

中
学
校
の
門
前
で
児
童
生
徒
に
朝
の
声

か
け
を
す
る
「
挨
拶
運
動
」、
小
学
校

の
校
庭
を
お
借
り
し
て
児
童
対
象
の

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
」
及
び
「
調

布
市
の
大
会
」
へ
の
出
場
。
同
じ
く
小

学
校
の
校
庭
で
行
わ
れ
る
一
泊
二
日
の

「
み
ど
り
ん
キ
ャ
ン
プ
」、
種
ま
き
か
ら

蕎
麦
打
ち
ま
で
体
験
す
る
「
蕎
麦
体

験
」、「
児
童
館
ま
つ
り
」
な
ど
な
ど
。

　

年
間
を
通
し
て
何
か
し
ら
の
イ
ベ
ン

ト
に
忙
し
く
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

大
好
き
な
地
域
民
と
和
気
あ
い
あ
い
と

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
今
は
感

謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
の
あ
っ
た
さ
が
そ
の
ま
ま
地
域
の

ぬ
く
も
り
と
の
出
逢
い
に
繋
が
っ
て

「
今
」
に
至
る
。
そ
れ
が
仙
川
に
戻
っ

た
と
き
に
「
橙
色
」
を
感
じ
る
瞬
間
な

の
だ
と
思
う
。�

（
緑
ヶ
丘
２
丁
目
）

〝
ぬ
く
ぬ
く
の
家
〟便
り

　

平
成
31
年
3
月
3
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

も
う
7
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
子
育
て

家
族
、
小
学
生
た
ち
、
一
人
暮
ら
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
世

代
交
流
の
場
で
す
。
元
気
を
つ
け
た
い

時
、
ち
ょ
っ
と
食
欲
が
な
い
時
、
ご
は

ん
を
作
り
た
く
な
い
時
、
誰
か
と
お
し

ゃ
べ
り
し
た
い
時
、
元
気
な
お
母
ち
ゃ

ん
が
腕
を
ふ
る
っ
て
待
っ
て
い
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ン
チ

　

毎
週
水
曜
・
金
曜
11
時
～
15
時

◎
子
ど
も
食
堂

　

毎
月
第
四
金
曜

　

17
時
30
分
～
19
時
30
分

◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト

　

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

�

（
井
山
順
子
）
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地
域
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
少
し
で

も
役
立
て
れ
ば
と
、
昨
年
４
月
、
星
野

助
っ
人
倶
楽
部
（
便
利
屋
）
を
開
業
し
、

１
年
余
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
ま
で
若
葉
町
２
丁
目
で
㈱

プ
リ
ン
ト
ン
と
い
う
印
刷
店
を
23
年
間

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
印
刷
店
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
景
気
後
退
や
各

家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
名
刺
や
名

簿
な
ど
自
前
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
格
安

印
刷
物
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
な
ど
で

業
績
が
下
降
の
一
途
。
倒
産
の
憂
き
目

を
見
る
よ
り
も
廃
業
を
選
び
ま
し
た
。

一
家
３
人
、
東
伊
豆
町
（
熱
川
バ
ナ
ナ

ワ
ニ
園
が
有
名
）
へ
転
居
し
ま
し
た
。

出
身
が
伊
豆
大
島
な
の
で
、
大
島
が
目

の
前
に
見
え
る
所
に
引
っ
越
し
た
訳
で

す
。

　

４
年
程
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま
し
た

が
、
息
子
の
東
京
（
若
葉
小
に
友
だ
ち

が
い
る
）
の
中
学
に
行
き
た
い
と
い
う

希
望
と
、
妻
の
腰
痛
を
機
に
調
布
へ
Ｕ

タ
ー
ン
を
決
め
ま
し
た
。

　

さ
て
、
戻
っ
て
き
て
何
を
す
る
の
か

を
考
え
た
末
、
印
刷
店
時
代
の
繋
が
り

を
生
か
し
て
「
便
利
屋
」
を
開
業
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
様
々

な
職
種
を
経
験
し
た
こ
と
が
、
今
回
大

い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
印
刷
店
当
時
に
、

若
葉
商
友
会
、
若
葉
町
自
治
会
の
活
動

を
手
伝
っ
た
関
係
で
こ
の
地
域
の
方
に

私
の
こ
と
は
覚
え
て
貰
え
て
い
る
、
と

勝
手
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
地
域
の
役
に
立
ち
、
自
ら
の
生

計
に
も
役
立
つ
「
便
利
屋
」
な
ら
ば
一

石
二
鳥
に
な
る
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

元
来
、
世
話
好
き
な
面
が
あ
り
、
商

友
会
で
は
会
計
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
し
、
自
治
会
活
動
で
は
お
祭
り

を
盛
り
上
げ
、
地
域
清
掃
活
動
の
「
若

葉
お
掃
除
隊
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
も
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
来
る
と

同
時
に
入
間
町
１
丁
目
自
治
会
の
役
員

を
引
き
受
け
ま
し
た
。
地
域
の
基
本
は

自
治
会
活
動
に
あ
る
、
と
常
々
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
。

　

さ
っ
そ
く
開
業
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
が
、
多
く
の
仕
事
の
依
頼
が
あ

る
筈
も
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
つ
い
た
の

が
地
域
に
役
立
つ
情
報
紙
を
発
行
し
、

認
知
度
を
上
げ
、
仕
事
に
繋
げ
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
星
野
助
っ
人

通
信
」
で
し
た
。
始
め
た
も
の
の
、
取

材
や
仕
事
の
依
頼
の
解
決
、
そ
し
て
各

戸
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
田
舎
暮
ら
し

と
は
大
違
い
の
忙
し
さ
で
す
。

　

地
域
を
限
定
し
、
自
宅
の
あ
る
入
間

町
を
中
心
に
仙
川
町
、
緑
ヶ
丘
、
若
葉

町
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
を
電
動
自
転
車
に
の

ぼ
り
を
立
て
、
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼

ね
て
駆
け
回
り
ま
す
。

　

最
初
の
仕
事
の
依
頼
は
、
印
刷
店
時

代
か
ら
懇
意
の
一
人
住
ま
い
の
ご
婦
人

で
、
エ
ア
コ
ン
の
掃
除
と
蛍
光
灯
の
掃

除
で
し
た
。
ご
婦
人
が
言
う
に
は
「
一

人
住
ま
い
な
の
で
知
ら
な
い
人
を
部
屋

に
入
れ
る
の
は
と
て
も
怖
い
け
れ
ど
貴

方
な
ら
安
心
」
で
し
た
。
依
頼
は
圧
倒

的
に
高
齢
者
の
方
々
で
す
。
庭
の
草
取

り
、
植
木
の
伐
採
、
戸
車
の
交
換
、
犬

小
屋
の
解
体
な
ど
。
足
腰
が
弱
り
自
力

で
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
や
む
な
く
他

人
の
手
を
借
り
た
い
、
と
い
う
高
齢
者

世
帯
ば
か
り
で
す
。
料
金
は
30
分
、
千

円
に
設
定
し
ま
し
た
。
材
料
代
や
材
料

購
入
代
行
（
島
忠
や
ユ
ニ
デ
ィ
）
は
別

途
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
出
張
料
、
見

積
り
料
な
ど
は
近
場
な
の
で
あ
り
ま
せ

ん
。

　

仕
事
へ
の
呼
び
込
み
の
つ
も
り
だ
っ

た
「
助
っ
人
通
信
」
で
す
が
、
様
々
な

仕
事
の
依
頼
、「
困
り
ご
と
」
を
解
決

し
て
行
く
中
で
、
昨
年
夏
頃
に
自
治
会

幹
部
の
方
か
ら
来
年
の
市
議
選
に
出
て

み
な
い
か
、
と
言
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
市
政
を
通
じ
て
地
域
の
困
り
ご
と

を
解
決
で
き
る
な
ら
ば
願
っ
た
り
叶
っ

た
り
な
の
で
即
、
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

選
挙
へ
の
出
馬
は
初
め
て
で
手
探
り
状

態
で
し
た
が
、「
助
っ
人
倶
楽
部
」
の

延
長
線
上
と
考
え
、
自
転
車
で
駆
け
巡

り
、
地
域
政
策
を
掲
げ
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
要
望
、
要
求
を
知
り
う

る
こ
と
が
で
き
、
沢
山
の
励
ま
し
を
頂

き
、
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
生

活
の
糧
と
し
て
始
め
た
便
利
屋
稼
業
で

す
が
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
に

直
面
し
た
今
、
さ
ら
に
繋
が
り
を
強
め
、

一
層
地
域
に
密
着
し
た
「
助
っ
人
倶
楽

部
」
を
展
開
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

�

（
入
間
町
１
丁
目
）

Ｕ
タ
ー
ン
「
便
利
屋
」
で
奮
闘
中

 

星
野
助
っ
人
倶
楽
部　

星
野
正
雄
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広島風お好み焼

11：30～23：30　月曜定休　☎ 3326－3455

『（とりあえず）にしさん』

182-0002　調布市仙川町 1-8-8
Tel.03-3300-6588　Fax.03-3300-6589
mail cozy@yoshihashi.net

ランチ 11：30～14：00（L.O.14：00）
カフェ 14：00～17：00（L.O.16：30）
ディナー 18：30～23：00（L.O.22：00）

レストラン・cozy

あなたの街の電気店

若葉町 2－24－19 ☎3307－3182

ヤナバ電機商会

創業平成元年
居酒屋

神代書店北東 03-3305-9559

桐朋学園大学正門前すぐ
11:30〜17:00
定休日：日、月、祝日

070-5553-5366

なつかしい東京ラーメンの味わい

仙川アベニュー ☎3307－0709

03-3308-0001

仙川整骨院
午前 9：00～12：30 仙川町 1－19－23
午後 15：00～20：00 休診日：日曜・祝日

各種保険取扱い各種保険取扱い各種保険取扱い 自賠責保険自賠責保険自賠責保険

仙川町 1－21－24 ☎ 03－6321－3977

らぁめん　つけめん医薬品・漢方相談・健康アドバイザー

TEL 03-3308-5355仙川町 1-11-11（仙川駅前）

仙 川 薬 局
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寺院
宝乗院
　本門経王宗 緑ヶ丘 2-4-1 Tel 3308-7576
昌翁寺
　天台宗 仙川町 3-7-1 Tel 3300-2860
正善寺
　浄土真宗本願寺派 若葉町 1-42-5 Tel 3300-6064
明西寺 https://myousaiji.or.jp/
　浄土真宗本願寺派 若葉町 1-43-5 Tel 3300-1901
西照寺 http://www.maroon.dti.ne.jp/saisyouji/
　浄土真宗本願寺派 若葉町 1-39 Tel 3300-7734
光西寺
　浄土真宗本願寺派 若葉町 1-44-2 Tel 3300-5054
安養寺
　浄土真宗本願寺派 若葉町 1-44-5 Tel 3307-5605
光徳寺
　浄土真宗本願寺派 若葉町 1-38-27 Tel 3300-6431
明照院
　天台宗 入間町 2-19-12 Tel 3300-8979
一龍院
　日蓮宗 入間町 1-38-1 Tel 3308-4440
金龍寺 www.kinryu.com
　曹洞禅宗（単立） 西つつじヶ丘 2-14-1 Tel 3300-5909
泉龍寺 http://www.senryuji.or.jp/
　曹洞宗 狛江市元和泉 1-6-1 Tel 3489-6778
神社
八幡神社

緑ヶ丘 2-5-5
糟嶺神社

入間町 2-19-13 Tel 3308-6576
教会
白百合女子大学チャペル
　カトリック（キリスト教） 緑ヶ丘 1-25 Tel 3326-5050
仙川教会 http://www.sengawa-church.jp
　プロテスタント（キリスト教） 若葉町 2-27 Tel 3300-8150
仙川キリスト教会 http://www.sengawac.com/
　バプテスト（キリスト教） 三鷹市中原 1-24-8 Tel 3309-1788
出典）『寺院名鑑』調布市仏教会　2009年 4月 1日
　　　『東京都宗教法人名簿』東京都生活文化局　平成 25年 3月　他

仙川周辺の寺院・神社・教会一覧
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二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
、

そ
れ
に
続
く
福
島
原
発
事
故
を
き
っ
か

け
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
次

世
代
に
残
し
た
い
暮
ら
し
方
を
考
え
る

な
か
で
、私
た
ち
は
二
〇
一
六
年
に「
一

般
社
団
法
人
え
ね
こ
や
」
を
設
立
し
ま

し
た
。「
え
ね
こ
や
」
は
、
電
気
を
自

給
自
足
し
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
小
さ
な

建
築
の
こ
と
。
そ
の
第
一
号
の
建
築
設

計
事
務
所
「
え
ね
こ
や
六
曜
舎
」（
深

大
寺
北
町
）
は
、
三
年
三
ヶ
月
近
く
順

調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
え
ね
こ
や
」
を
地
域
に

拡
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
に
よ
る
「
地
球
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
」
と
「
自
然
災
害
に

負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
第
二

号
の
実
現
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ

で
…
…
。

　

私
た
ち
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
型

の
「
移
動
式
え
ね
こ
や
」
製
作
に
着
手

し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と
蓄

電
池
で
電
気
を
自
給
自
足
す
る
だ
け
で

な
く
、
木
造
の
小
屋
は
断
熱
性
能
が
高

く
、
省
エ
ネ
で
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間

で
す
。
こ
れ
を
多
く
の
人
び
と
が
集
う

場
所
に
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

で
で
き
る
こ
と
を
体
験
し
て
ほ
し
い
の

で
す
。

　

製
作
段
階
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
く
役
に
立
つ
活

用
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
一
緒
に
考
え
ま
し

た
。
物
品
販
売
は
も
ち
ろ
ん
「
え
ね
こ

や
カ
フ
ェ
」や「
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」「
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
」「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
」

「
移
動
ス
タ
ジ
オ
」「
災
害
時
の
電
力
基

地
」
な
ど
な
ど
。
ま
た
調
布
市
内
の
小

中
学
校
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
室
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
ま

す
。 

　

製
作
は
、四
月
に
深
大
寺
境
内
の「
深

沙
の
杜
（
じ
ん
じ
ゃ
の
も
り
）
を
お
借

り
し
て
四
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
お

披
露
目
を
含
む
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
の
「
た

づ
く
り
ま
つ
り
」（
た
づ
く
り
東
側
広

場
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
な
お
、
製
作
資
金

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
三

月
末
ま
で
行
い
、
百
三
十
人
以
上
の
方

か
ら
目
標
額
を
超
え
る
百
二
十
六
万
円

の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
九
月
に
、
台
風
十
五
号
の
た
め

千
葉
・
神
奈
川
・
茨
城
な
ど
で
約
64
万

戸
の
大
停
電
と
な
り
、
断
水
や
通
信
の

途
絶
が
加
わ
り
、
大
災
害
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

お
よ
そ
半
分
は
電
力
で
す
（
五
十
年
前

は
四
分
の
一
）。

　

公
共
施
設
や
学
校
を
災
害
時
に
、
電

電
気
を
自
給
自
足
す
る
動
く
お
う
ち

「
移
動
式
え
ね
こ
や
」
づ
く
り

 

一
般
社
団
法
人
え
ね
こ
や

力
網
か
ら
自
立
（
オ
フ
・
グ
リ
ッ
ド
）

し
て
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
太
陽
光
発

電
と
蓄
電
池
、
そ
し
て
井
戸
が
不
可
欠

で
す
。
行
政
と
市
民
が
協
働
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
「
電
力
自
立
」
で
き

る
設
備
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
に
蓄
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

残
念
だ
っ
た
こ
と
は
「
移
動
式
え
ね

こ
や
」
を
被
災
地
に
出
動
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
。

　

今
後
へ
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
大
村
哲
夫
）
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（1,000 t）

『多摩地域の温室効果ガス排出量（1990年度～ 2016年度）』
オール東京 62市区町村共同事業
「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」より

調布市における部門別二酸化炭素排出量の推移
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昭
和
５
年
、
私
は
品
川
区
大
井
町
に

生
を
得
る
。
現
在
八
十
六
歳
、
こ
の
歳

ま
で
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
考
え
れ

ば
も
う
２
～
３
年
早
く
生
ま
れ
て
い
れ

ば
、
こ
の
世
に
居
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

戦
争
で
。

　

幼
少
の
砌
は
…
…
、
覚
え
て
い
な
い
。

当
た
り
前
の
こ
と
。
親
父
が
妾
を
作
り
、

母
親
は
具
合
が
わ
る
く
な
り
、
今
で
い

う
リ
ユ
ウ
マ
チ
か
な
。
叔
父
を
頼
り
千

葉
に
。
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
が
軍

国
主
義
の
真
っ
た
だ
中
、
映
画
館
も
一

人
で
入
れ
な
い
時
代
。
映
画
館
の
中
に

は
憲
兵
が
見
張
っ
て
い
る
。
小
学
校
の

算
術
の
時
間
の
先
生
の
顔
は
今
で
も
脳

裏
に
焼
き
付
く
程
覚
え
て
い
る
。
直
径

５
㎝
の
竹
竿
が
粉
々
に
割
れ
る
程
殴
ら

れ
る
様
な
教
育
で
、
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
軍
隊
式
で
強
引
な
教
え
方
で
あ
っ

た
。
殴
ら
れ
た
り
、
ビ
ン
タ
を
食
ら
っ

た
先
生
の
顔
は
忘
れ
る
こ
と
は
無
い

（
註
１
）。

　

小
学
校
を
卒
業
中
学
生
に
。
そ
の
こ

ろ
か
ら
戦
争
が
身
近
に
。
南
京
陥
落
の

提
灯
行
列
、
花
電
車
、
等
々
世
の
中
が

戦
争
一
色
。
出
征
兵
士
を
旗
を
振
っ
て

送
る
。
ま
た
、
戦
死
し
た
兵
士
の
慰
霊

祭
が
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争

の
勃
発
。
真
珠
湾
奇
襲
、
今
で
も
不
可

解
な
奇
襲
。
卑
怯
な
開
戦
と
当
時
も
思

っ
て
い
た
。
あ
の
当
時
ア
メ
リ
カ
に
本

土
攻
撃
し
て
い
た
ら
？
？
と
。
南
方
戦

線
に
舵
を
き
り
、
資
源
を
調
達
に
。
最

初
は
勝
ち
戦
で
英
国
艦
隊
の
プ
リ
ン
ス

オ
ブ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
等
２
隻
の
戦
艦
を
撃

沈
、
南
方
戦
線
を
拡
大
占
領
し
て
い
っ

た
（
註
２
）。

　

家
内
の
父
親
も
軍
属
と
し
て
出
征
し

た
。
南
方
戦
線
に
。
筆
ま
め
な
人
の
よ

う
で
日
記
を
書
い
て
い
て
現
在
残
っ
て

い
る
。
そ
し
て
最
初
の
空
襲
が
、
ノ
ー

ス
ア
メ
リ
カ
ン
Ｂ
25
が
空
母
か
ら
飛
来
、

関
東
地
方
に
爆
弾
投
下
。
支
那
（
今
の

中
国
）
に
逃
げ
た
様
だ
っ
た
。
そ
の
後

は
し
ば
ら
く
空
襲
は
な
く
、
南
方
の
戦

線
が
じ
り
じ
り
と
不
利
に
。
グ
ァ
ム
島

な
ど
敵
に
取
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
航
空

基
地
を
作
ら
れ
Ｂ
29
の
登
場
と
な
る
。

最
初
は
１
機
で
偵
察
、
そ
の
度
に
警
戒

警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
な
り
、
学
校
か
ら

家
に
か
え
さ
れ
た
。
そ
の
内
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
空
襲
が
始
ま
っ
た
。
千
葉

市
は
東
京
へ
の
爆
撃
の
真
上
ル
ー
ト
の

た
め
編
隊
で
続
々
。
屋
根
の
上
か
ら
見

上
げ
て
い
た
。

　

南
方
戦
線
で
続
々
と
玉
砕
が
報
じ
ら

れ
、
本
土
の
都
市
が
ど
ん
ど
ん
と
焼
夷

弾
攻
撃
を
受
け
焼
け
野
原
に
。
そ
し
て

７
月
７
日
が
来
る
。
そ
の
日
は
（
新
聞

な
ど
で
）
本
土
決
戦
と
の
こ
と
で
、
軍

隊
の
命
で
背
の
大
き
い
者
５
人
程
来
い

と
。
老
年
兵
と
蛸
壺
堀
の
手
伝
い
、
モ

ッ
コ
担
ぎ
。
疲
れ
た
が
食
事
が
出
る
の

で
我
慢
、
家
に
帰
り
寝
る
、
グ
ッ
ス
リ
。

夜
中
に
空
襲
警
報
で
起
こ
さ
れ
た
。
寝

惚
け
眼
に
、
凄
い
音
、
隣
の
家
に
親
子

焼
夷
弾
が
油
脂
焼
夷
弾
が
、
途
端
、
家

全
体
か
ら
炎
が
噴
き
出
た
。
親
父
が
バ

ケ
ツ
で
水
を
か
け
た
が
、
全
然
通
じ
な

い
。
家
族
は
７
人
程
だ
っ
た
が
テ
ン
デ

ン
バ
ラ
バ
ラ
で
逃
げ
た
。
私
は
枕
も
と

に
あ
っ
た
（
い
つ
も
用
意
）
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
を
担
ぎ
カ
タ
ビ
ン
チ
ョ
の
下
駄

を
つ
っ
か
け
田
ん
ぼ
の
あ
る
方
に
駆
け

出
し
た
。
真
っ
暗
の
空
か
ら
ザ
ッ
ザ
ー

と
焼
夷
弾
が
、
慌
て
て
伏
せ
る
と
リ
ュ

ッ
ク
が
頭
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
、
背
中
に

い
つ
当
た
る
か
恐
怖
が
背
筋
を
氷
ら
せ

る
。
立
ち
上
が
る
、
ま
た
ザ
ー
ッ
と
雨

の
よ
う
に
焼
夷
弾
。
田
ん
ぼ
ま
で

２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
、
竹
藪
の

道
を
塞
ぐ
よ
う
に
３
人
程
の
人
が
助
け

て
助
け
て
と
血
ま
み
れ
の
様
子
。
目
を

つ
ぶ
っ
て
跨
い
で
駆
け
出
し
た
。
よ
う

や
く
田
ん
ぼ
に
着
く
、
畦
道
に
は
人
が

い
っ
ぱ
い
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
背
後

の
空
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
た
。
ポ
チ

ャ
ン
ポ
チ
ャ
ン
と
何
か
落
ち
て
く
る
。

何
だ
と
思
っ
た
ら
瓦
の
破
片
。

　

４
時
間
余
り
後
漸
く
明
る
く
な
っ
た
。

皆
が
我
が
家
目
指
し
て
ゾ
ロ
ゾ
ロ
帰
り

始
め
た
。
道
を
塞
ぐ
様
に
焼
け
た
瓦
礫
、

あ
た
り
は
く
す
ぶ
り
熱
い
。
漸
く
自
分

の
家
の
あ
た
り
に
辿
り
着
い
た
。
家
族

の
皆
が
無
事
で
座
っ
て
い
た
。
皆
の
顔

は
真
っ
黒
。
隣
の
家
の
お
ば
あ
さ
ん
が

近
く
の
学
校
の
地
下
道
で
蒸
し
焼
き
の

状
態
で
見
つ
か
っ
た
。
帯
の
柄
で
分
か

っ
た
ら
し
い
。
逃
げ
よ
う
と
井
戸
端
で

手
を
引
っ
張
っ
た
が
す
く
ん
で
動
か
な

か
っ
た
。
悲
し
か
っ
た
。
今
も
思
い
出

す
、
は
っ
き
り
と
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
を

思
い
出
す
。
幸
い
市
役
所
は
空
襲
に
は

あ
わ
ず
焼
け
残
っ
て
い
た
の
で
、
親
父

が
罹
災
証
明
書
を
も
ら
い
、
私
に
握
り

飯
を
と
っ
て
来
い
と
。
焼
け
残
っ
た
バ

ケ
ツ
を
持
ち
市
役
所
に
家
族
７
人
分
も

ら
い
半
キ
ロ
程
の
道
を
、
家
族
の
た
む

自
分
史
～
八
十
六
歳
に
記
す

 

木
村
任
男
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ろ
し
て
い
る
所
へ
。
バ
ケ
ツ
の
中
に
は

真
っ
平
の
雑
炊
の
様
な
形
で
。
疲
れ
て

食
欲
も
な
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
。
取
り

敢
え
ず
長
姉
の
住
む
葛
飾
区
へ
。
３
日

程
で
二
番
目
の
姉
が
疎
開
し
て
い
る
山

形
の
山
の
辺
と
い
う
お
寺
に
疎
開
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
疎
開
に
つ
い
て
は

支
那
に
い
る
義
理
の
兄
の
部
下
の
経
緯

で
罹
災
証
明
書
を
取
り
上
野
駅
か
ら
満

員
の
汽
車
で
か
な
り
の
時
間
を
か
け
て

漸
く
山
の
辺
に
。
駅
か
ら
一
歩
出
る
と

近
く
の
人
々
が
奇
異
の
目
で
見
て
い
た
、

い
た
た
ま
れ
な
い
変
な
感
じ
が
し
た
。

お
寺
に
厄
介
に
な
っ
た
が
、
大
勢
の
人

数
は
お
寺
に
迷
惑
な
の
で
親
父
と
３
番

目
の
姉
、
私
と
が
長
野
の
屋
代
へ
。
千

曲
川
の
そ
ば
で
し
た
の
で
よ
く
釣
り
を

楽
し
ん
だ
。
よ
く
フ
ナ
の
で
か
い
の
が

釣
れ
た
。
ま
た
、
川
っ
ぷ
ち
に
は
畑
が

あ
り
、
よ
く
野
菜
泥
を
し
た
。
当
時
は

少
年
、
食
欲
旺
盛
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
忘
れ
な
い
危
険
な
状
態
が

あ
り
ま
し
た
。
千
曲
川
の
川
中
島
の
鉄

橋
の
上
で
艦
載
機
の
Ｆ
６
Ｆ
に
機
銃
掃

射
を
受
け
た
。
目
の
ま
え
が
真
っ
赤
に
、

何
処
か
爆
撃
し
た
帰
り
か
人
影
を
見
て

撃
っ
た
の
か
。
命
拾
い
。
千
葉
に
い
た

と
き
に
も
学
校
が
機
銃
掃
射
を
受
け
た

が
機
関
銃
で
は
な
く
機
関
砲
、
物
凄
い

音
、
あ
た
り
の
電
線
が
バ
タ
バ
タ
落
ち

て
く
る
。
怖
ろ
し
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら

原
子
爆
弾
投
下
、
終
戦
に
向
か
う
。
千

曲
川
の
土
手
を
復
員
兵
の
姿
が
。

　

今
現
在
、
私
と
す
れ
ば
戦
時
中
の
よ

う
な
雰
囲
気
が
。
教
育
勅
語
、
銃
剣
道
。

た
だ
な
ら
ぬ
気
配
が
。
又
、
戦
争
の
気

配
を
感
じ
る
。
偉
い
人
は
政
治
を
語
っ

て
指
図
し
て
い
れ
ば
い
い
が
、
国
民
は

言
い
成
り
。
国
民
が
犠
牲
に
。
銃
剣
道

を
知
っ
て
い
る
人
は
数
少
な
い
と
思
う
。

確
か
心
臓
の
と
こ
ろ
に
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

を
付
け
、
昔
の
木
銃
（
剣
道
で
使
う
木

刀
）
銃
の
形
の
木
製
、
先
に
タ
ン
ポ
が

付
い
て
い
て
肉
弾
戦
に
使
う
。
現
在
で

も
競
技
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ミ

サ
イ
ル
の
時
代
に
銃
剣
道
？　

私
は
間

も
無
く
だ
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
憂
う
。

総
理
大
臣
は
何
を
考
え
て
い
る
か
、
や

が
て
歴
史
が
答
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

終
戦
で
、
叔
父
を
頼
っ
て
千
葉
に
居

を
構
え
る
。
食
料
事
情
が
悪
く
、
コ
ッ

ペ
パ
ン
の
小
さ
い
の
が
１
日
３
個
、
一

回
で
３
個
食
べ
て
も
腹
半
分
、
年
中
腹

を
空
か
し
て
い
た
。
食
べ
盛
り
の
年
代

に
は
苦
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
軍
の
進
駐
。
ジ
ー
プ
に
機
関
銃
を
構

え
誰
も
が
い
な
い
道
路
を
。
皆
怖
く
て

表
に
出
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
私
は
、
房

州
の
保
田
と
い
う
、
鋸
山
の
麓
の
叔
父

の
家
か
ら
汽
車
で
千
葉
の
旧
制
中
学
校

に
通
っ
て
い
た
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に

い
た
掛
布
雅
之
の
父
親
が
教
官
で
、
矢

張
り
野
球
が
好
き
で
よ
く
教
わ
っ
た
。

４
年
生
に
な
っ
て
や
っ
と
英
語
の
授
業

が
始
っ
た
。
敵
国
の
語
学
と
の
こ
と
で

教
え
て
も
ら
え
な
い
時
代
で
し
た
。
最

初
が
ジ
ス
イ
ズ
ア
ペ
ン
と
…
…
。
そ
れ

で
も
２
～
３
人
で
国
立
の
一
橋
大
学
を

受
験
、
今
考
え
る
と
如
何
に
も
無
謀
な

（
笑
）。
ア
ニ
マ
ル
と
い
う
単
語
が
解
ら

ず
（
笑
）。

　

そ
れ
で
Ｃ
大
学
の
予
科
法
科
に
入
学
。

２
年
目
に
は
新
制
大
学
の
１
年
生
に
、

そ
の
頃
は
葛
飾
の
姉
の
家
に
居
候
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
毎
日
。

お
陰
で
厚
生
課
の
係
員
と
顔
馴
染
み
に
。

当
時
の
事
を
思
い
出
す
と
、
明
治
神
宮

球
場
で
ハ
ワ
イ
の
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
と

か
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
野
球
チ
ー
ム
と
大

学
選
抜
チ
ー
ム
の
試
合
が
。
そ
の
時
に

コ
カ
コ
ー
ラ
の
売
り
子
を
１
人
頼
ま
れ

て
（
人
前
で
の
仕
事
は
苦
手
）
嫌
々
な

が
ら
。
声
も
出
さ
ず
に
。
結
果
、
も
う

君
は
使
え
な
い
と
ク
ビ
に
。

　

色
々
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
う

ち
に
他
の
大
学
の
仲
間
が
増
え
、
家
に

帰
ら
ず
仲
間
の
下
宿
な
ど
に
泊
ま
り
歩

い
て
新
宿
を
根
城
に
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
新
宿
に
は
武
蔵
野
館
と
い
う
映
画

館
の
前
で
腕
を
組
ん
で
睥
睨
、
え
ら
そ

う
に
。
そ
の
頃
パ
チ
ン
コ
店
が
で
き
だ

し
て
女
の
子
が
台
の
上
か
ら
ジ
ャ
ラ
ジ

ャ
ラ
玉
を
出
し
て
く
れ
て
飯
の
種
に
な

っ
て
い
た
。
家
出
の
形
も
１
年
位
。
そ

れ
か
ら
東
大
久
保
の
知
り
合
い
の
友
人

の
と
こ
ろ
に
居
候
。
そ
の
間
に
免
許
証

を
取
得
す
る
。
そ
れ
か
ら
の
人
生
も
波

瀾
万
丈
、
こ
ん
な
に
長
く
生
き
て
い
る

と
は
。

　

地
域
の
八
幡
神
社
の
世
話
人
を
二
十

年
程
、
十
年
前
に
は
参
詣
す
る
人
も
少

な
く
神
社
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
も
多

か
っ
た
。
現
在
は
立
派
な
玉
垣
も
あ
り

神
社
ら
し
く
、
ま
た
初
詣
で
に
は
４
列

に
並
び
表
の
道
路
ま
で
並
び
大
勢
の
人

で
賑
や
か
に
。
ま
た
秋
祭
り
に
は
芸
能

昭和 23年 4月
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人
を
呼
び
、
桐
朋
学
園
学
生
の
管
楽
器

で
の
演
奏
、
白
百
合
女
子
大
な
ど
の
部

活
の
出
演
な
ど
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
地
域
活
動
も
か
な
り
先
頭
に

立
ち
活
動
し
た
。
又
、
小
学
校
の
健
全

育
成
の
一
員
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

学
校
農
園
の
手
伝
い
も
十
四
年
間
活
動

を
。

　

こ
の
緑
ヶ
丘
地
区
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
前
年
の
昭
和
38
年
に
移
住
し
、
足

か
け
五
十
数
年
の
生
活
は
住
み
心
地
の

良
い
安
心
し
た
地
域
で
し
た
。

　

こ
の
八
十
六
年
間
に
は
命
拾
い
が
何

回
か
、
神
社
の
廻
り
廊
下
の
雨
戸
を
開

け
る
と
き
に
脚
を
か
っ
ぱ
ら
れ
て
転
落
。

背
骨
の
圧
迫
骨
折
で
調
布
病
院
に
、
一

か
月
入
院
。
ま
た
、
一
年
前
心
筋
梗
塞

で
、
手
術
室
に
入
る
前
に
医
者
に
何
か

言
い
残
す
こ
と
は
な
い
か
と
。
手
術
は

２
時
間
半
で
成
功
、
成
功
と
先
生
方
に
。

し
ぶ
と
く
悪
運
が
強
い
か
も
。

　

文
章
と
し
て
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
よ
う
な
記
述
で
す
が
、
自
分
史
と
し

て
残
す
の
も
い
い
か
な
！

�

（
緑
ヶ
丘
２
丁
目
）

【
註
１
】　

小
学
校
六
年
生
の
頃
、
正
月

に
お
年
玉
に
一
円
銀
貨
を
、
駄
菓
子
を

食
べ
す
ぎ
て
夜
、
お
腹
が
痛
く
な
り
朝

早
く
人
力
車
を
呼
ん
で
も
ら
っ
て
近
く

の
外
科
病
院
に
（
昔
は
救
急
車
な
ど
な

か
っ
た
）
盲
腸
に
、
ポ
コ
ッ
と
右
の
腹

が
膨
ら
ん
で
い
た
。
１
時
間
半
の
手
術

を
、
今
で
も
15
セ
ン
チ
程
の
醜
い
跡
が

残
っ
て
い
る
。

【
註
２
】　

中
学
の
３
年
生
の
頃
、
学
校

の
講
堂
を
使
っ
て
零
戦
の
翼
を
作
っ
た
。

ま
る
っ
き
り
の
素
人
に
リ
ベ
ッ
ト
打
ち

な
ど
で
き
る
わ
け
な
い
。
デ
コ
ボ
コ
な

翼
を
航
空
戦
製
造
工
場
に
運
ん
で
行
っ

た
。

オワリノハジマリ
　motte 画材店は今年でお店を仙川に構えて 48 年
になります。約半世紀近く、仙川の街の変遷を見守
り、また微力ながら仙川の街をつくってきたきたお
店でもあると思っています。
　そんな motte 画材店ですが、あと 1 年でお店を
閉めることになりました。たくさんの方に支えら
れてやってきた 50 年だったのだと思います。私
も 25 年間、motte に、この仙川の街に育てられて
大きくなりました。いつも学校帰りにお店の奥で
AOSAN のパンかルパのパンを食べて、愛想もな
く、勉強したり、絵を描いたり、ぼーっとしてして
過ごしていました。今思うと、もっとお客さんと話
したり、お店の手伝いをすればよかったのに、チャ
キチャキと働きまくるおじいちゃんは、私が仕事に
ちょろっと入り込むスキを見せないし、のんびり屋
のおばあちゃんはいつも私の相手をしてくれたの
で、特に役割はなく、私にとってお店は居心地の良
いぬるま湯のような空間でした。
　私が生まれてから 1 秒も motte がなかったこと
はないのです。そんなあって当たり前の大好きなお
店を、あと 1 年で閉める、と言われたときの、頭
では理解できても、実感が全く湧かないこの気持ち

は、今も言葉にできていません。でも、最後の一
年、motte のために、motte に来てくださったた
くさんの方々のために、何かできないかと思い、こ
の「motte ite」を始めることにしました。
　「motte ite」とは、motte の人、という意味です。
motte に関わってくださった全ての人に向けて、
motte の最後を見届けてもらえるように、という
想いで名前をつけました。
　あと１年の間、motte のオワリノハジマリにお
付き合いいただければと思います。
� motte の孫　莉七

眠れるジプシー女
　モッテのシャッターにはアンリ・ルソーの「眠れ
るジプシー女」の絵が描かれています。今から約
37 年位前、モッテを手伝ってくれた若い絵描きさ
ん達が描きました。夜の商店街にライオンと横たわ
る女性の姿はとても恐ろしく、幼い頃は怖くて前を
通れませんでした。多くの子どもたちが怯えてたの
では、とひそかにドキドキしています。
� モッテの孫　夏実

（motte リーフレット・motte ite より）
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３
つ
の
大
き
な
川
が
こ
の
地
を
流
れ

る
。
い
ず
れ
も
災
害
や
水
利
用
な
ど
特

に
重
要
な
国
指
定
の
一
級
河
川
で
、
仙せ

ん

川か
わ

、
野の

川が
わ

と
、
そ
の
間
に
や
や
小
ぶ
り

の
入い

り
ま間

川が
わ

が
川
の
字
の
よ
う
に
並
び
、

閑
静
な
住
宅
地
を
巡
り
市
民
に
潤
い
を

注
ぐ
。

　

東
側
の
仙
川
は
京
王
線
仙せ

ん

川が
わ

駅
か
ら

東
へ
４
５
０
ｍ
の
鉄
橋
の
下
を
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
、
両
岸
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
た
深
い
堀
に
水
草
が
茂
る
。
下
流

は
世
田
谷
区
の
祖
師
谷
公
園
へ
、
上
流

は
甲
州
街
道
を
く
ぐ
り
白
百
合
女
子
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
側
を
北
上
し
三
鷹

市
へ
向
か
う
。
源
泉
を
求
め
Ｊ
Ｒ
中
央

線
・
武
蔵
小
金
井
駅
の
先
ま
で
遡
る
と

水
量
が
非
常
に
少
な
い
堀
が
続
き
梅
雨

時
で
も
ほ
と
ん
ど
水
涸
れ
状
態
だ
。
水

路
を
た
ど
っ
て
新
小
金
井
街
道
に
突
き

当
た
り
、
そ
こ
に
仙
川
の
始
ま
り
を
示

す
「
せ
ん
か
わ
上
流
端
」
の
看
板
が
立

つ
。

　

仙
川
は
こ
の
水
無
川｢

上
流
端｣

か

ら
最
下
流
で
野
川
に
合
流
す
る
ま
で

20
・
９
キ
ロ
。
池
袋
付
近
の
千せ

ん

川か
わ

と
紛

ら
わ
し
く
駅
名
な
ど
「
せ
ん
が
わ
」
で

定
着
し
て
い
る
が
、川
の
呼
び
名
は「
せ

ん
か
わ
」
だ
。
看
板
の
真
下
に
排
水
口

の
円
い
大
き
な
穴
が
暗あ

ん

渠き
ょ

の
よ
う
に
見

え
る
。
そ
の
先
は
、
手
元
に
あ
る

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
和わ

楽ら

路じ

屋や

発

行
の
地
図
だ
と
小
平
市
上
水
南
町
の
児

童
養
護
施
設
、
東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
ま

で
水
路
が
延
び
る
。
学
園
紹
介
に
「
仙

川
の
源
流
が
わ
き
で
る
小
平
の
地
」
と

あ
り
園
内
の
池
に
湧
き
水
が
あ
っ
た
ら

し
い
。

　

小
田
急
線
成
城
学
園
前
駅
近
く
の
打

越
橋
脇
に
立
つ
東
京
都
の
説
明
板
に
よ

る
と
、
上
流
の
三
鷹
市
新
川
の
水
神
を

祭
る
勝か

つ

淵ぶ
ち

神
社
辺
り
は
湧
き
水
が
豊
富

で
千せ

ん

釜か
ま

と
呼
ば
れ
、
な
ま
っ
て
仙
川
と

言
う
。
仙
人
が
住
ん
で
い
て
仙
川
に
な

っ
た
と
す
る
説
な
ど
も
あ
る
。
九
十
年

前
、
28
（
昭
和
３
）
年
発
行
の
便
覽
社

「
東
京
郊
外
地
圖
」、30
年
の
雄
文
館「
大

東
京
市
郊
外
地
圖
」
と
も
千
釜
の
位
置

に
大
き
な
池
が
あ
り
、
こ
こ
に
流
れ
込

む
川
は
無
い
。
昔
は
こ
こ
が
源
泉
だ
っ

た
よ
う
だ
。
い
ま
の
仙
川
は
さ
ら
に
北

か
ら
流
れ
来
る
が
、
蛇
行
で
な
く
何
度

も
直
角
に
曲
が
っ
て
い
て
人
工
の
用
水

路
で
繋
い
だ
経
緯
が
見
え
る
。
今
回
そ

れ
ぞ
れ
の
川
を
改
め
て
歩
き
取
材
し
、

神
田
古
書
店
街
で
古
い
地
図
な
ど
手
に

入
れ
左
の
ペ
ー
ジ
「
３
河
川
図
」
に
ま

と
め
た
。 

　

入
間
川
は
仙
川
駅
の
西
隣
つ
つ
じ
ヶ

丘
駅
か
ら
３
５
０
ｍ
東
寄
り
を
流
れ
る
。

甲
州
街
道
に
突
き
当
た
る
調
布
、
三
鷹

両
市
の
境
界
地
点
に
架
か
る
入
間
橋
を

起
点
と
し
て
「
い
り
ま
が
わ
上
流
端
」

の
看
板
が
立
つ
。
こ
の
呼
び
名
も
以
前

は
「
い
る
ま
が
わ
」
だ
っ
た
。
こ
こ
か

ら
三
鷹
市
に
入
る
と
中な

か

仙せ
ん

川か
わ

と
名
前
を

変
え
暗
渠
の
上
を
整
備
さ
れ
た
憩
い
の

遊
歩
道
が
続
く
。
中
央
自
動
車
道
の
手

前
で
一
部
水
路
が
現
れ
、
地
図
に
も
水

色
の
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
中
仙
川
は

仙
川
駅
付
近
が
下
仙
川
だ
っ
た
地
名
に

並
ぶ
名
残
で
仙
川
の
流
れ
と
繋
が
り
は

無
い
。

　

さ
ら
に
北
へ
遡
り
行
政
が
再
び
調
布

市
に
な
る
と
名
前
は
入
間
川
に
戻
る
。

や
や
こ
し
い
命
名
だ
が
、
航
研
前
（
現

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
バ
ス
停
近
く
、
同
市
深
大

寺
東
町
８
丁
目
の
野の

ヶが

谷や

通
り
に｢

入

間
川
源
流
地
跡｣

の
標
識
が
立
ち
、
60

年
代
の｢

調
布
市
全
図｣

（
調
布
市
役

所
刊
）
も
川
の
流
れ
を
は
っ
き
り
示
す
。

75
年
の
地
図
は
再
び
三
鷹
市
に
流
れ
が

延
び
て
、
気
象
庁
現
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

防
災
情
報
・
洪
水
マ
ッ
プ
だ
と
入
間
川

は
さ
ら
に
上
流
の
小
金
井
市
へ
続
く
。

　

入
間
川
は
上
流
端
の
標
識
か
ら
狛
江

市
東
野
川
の
狛
江
ハ
イ
タ
ウ
ン
前
で
野

川
に
合
流
す
る
ま
で
１
・
75
キ
ロ
が
都

河
川
局
の
公
式
距
離
だ
が
、
野
川
と
の

合
流
点
は
も
う
一
つ
あ
る
。
大
雨
で
入

間
川
の
水
が
溢
れ
る
と
京
王
線
下
流
の

西
野
橋
付
近
に
６
年
前
設
置
し
た
分
水

路
に
流
れ
込
み
長
さ
１
２
３
０
ｍ
の
地

下
バ
イ
パ
ス
を
通
り
西
つ
つ
じ
ヶ
丘
の

調
和
小
学
校
前
の
小
金
橋
下
で
野
川
に

吐
き
出
さ
れ
る
。

写
真
・
文

　林

　莊
祐
（
旅
記
者
）

は
や
し

し
ょ
う
す
け
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３
つ
の
河
川
の
西
側
、
最
も
川
幅
が

広
く
大
き
い
野
川
は
河
川
敷
に
遊
歩
道

が
長
く
続
き
、
水
辺
に
近
寄
り
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
姿
が
数
多
く

見
ら
れ
る
。
台
風
な
ど
で
水
か
さ
が
増

す
と
、
こ
の
散
歩
道
は
水
没
す
る
が
、

こ
の
９
月
に
関
東
を
直
撃
し
た
15
号
の

風
雨
で
も
野
川
の
水
は
溢
れ
な
か
っ
た
。

ふ
だ
ん
は
カ
ワ
セ
ミ
、
カ
ル
ガ
モ
、
サ

ギ
や
カ
メ
、
コ
イ
な
ど
に
よ
く
出
会
う

心
和
む
環
境
だ
。
野
川
の
源
泉
が
国
分

寺
市
の
日
立
中
央
研
究
所
庭
園
な
の
は

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
延
長
20
・
23
キ

ロ
で
東
急
田
園
都
市
線
の
二
子
玉
川
鉄

橋
の
真
下
で
多
摩
川
に
合
流
す
る
。

　

武
蔵
野
台
地
の
斜
面
（
崖
）
が
連
な

る
国
分
寺
崖
線
に
沿
っ
て
環
境
に
恵
ま

れ
た
野
川
が
、
こ
の
と
こ
ろ
沿
川
の
住

宅
開
発
な
ど
で
環
境
保
全
が
心
配
さ
れ

る
。
水
と
戯
れ
る
鳥
た
ち
の
姿
が
減
っ

た
、
と
の
声
も
聞
く
。
昆
虫
も
夕
方
の

コ
ウ
モ
リ
も
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

治
水
の
河
川
改
修
が
続
き
、
外
環
（
東

京
外
か
く
環
状
道
路
）
の
大
規
模
工
事

に
よ
る
地
下
水
や
緑
の
森
の
変
化
も
未

知
数
だ
。

�

（
狛
江
市
東
野
川
三
丁
目
）

仙川駅仙川駅

中央自動車道中央自動車道

甲州街道甲州街道

中央線中央線

井の頭線井の頭線

明大前駅明大前駅

世田谷線世田谷線

田園都市線田園都市線
東名高速道路東名高速道路南武線南武線

武蔵野線武蔵野線

西武多摩川線西武多摩川線

大井町線大井町線

小田急線小田急線

京王線京王線

吉祥寺駅吉祥寺駅

武蔵境駅武蔵境駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

国分寺駅国分寺駅

仙川仙川

野川野川

多摩川多摩川

中仙川中仙川

入間川入間川

入間川入間川

つつじヶ丘駅つつじヶ丘駅柴崎駅柴崎駅

国領駅国領駅

和泉多摩川駅和泉多摩川駅

登戸駅登戸駅

狛江駅狛江駅
喜多見駅喜多見駅

成城学園前駅成城学園前駅

二子玉川駅二子玉川駅

布田駅布田駅
調布駅調布駅

いりまがわ上流端

せんかわ上流端

野川源泉
日立中央研究所庭園

�

❹

❸❷

�
�

10볇

❾

❼

❻

❺

❶

❽

❶小平市せんかわ上流端
❷女子大生通学の弁天橋
❸弁天橋近くのカルガモ
❹仙川沿い遊歩道で寛ぐ
❺入間川源流跡は調布市
❻暗渠上の遊歩道で散歩
❼甲州街道の中仙川起点
❽いりまがわ上流端標識

❾地下入間川が野川合流
10清流を楽しむカワセミ
11純白がまぶしいコサギ
12野川でカメの甲羅干し
13満開の桜のもとで花見
14谷戸橋下流の野川風情
15仙川は鎌田橋で野川に

点線部は暗渠
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休診日　日・祭・金曜日
TEL3308-0707

歯並びに関するお問い合わせ・ご予約は
お電話にてお願いいたします

診療時間
10：00～13：00
15：00～18：30

紳士用品専門店

meǹ s ツカモト

仙川商店街中程 ☎3300 -6707

滝坂小・若葉小・緑ヶ丘小スクール用品取扱店

DENTAL
WAKABA

CLINIC

月・火・水・金　9：00～12：30　14：00～21：00
木　9：00～12：30　土　9：00～18：00　日・祭休診

旨い酒と料理でおもてなし♪

Tel.03-3307-3622Tel.03-3326-5880

世田谷区南烏山 6-6-24
サンマルシェビル 1F仙川町 1-12-3武蔵野ビル 1F

03-3307-6105

お車のことなら何でも！
地域でご愛顧いただいて54年。
信頼と安心の多摩ボデー整備株式会社

調布市東つつじヶ丘1-15-3甲州街道沿い
鈑金・塗装・車検・保険修理・デント・廃車処理
車輌販売・ 代車貸出・引取り納車・カード払 OK

わかば製額
額縁・制作　販売

若葉町 2-24-2
T&F 03-3309-6784桐朋学園正門前　☎03-3300-8667

アシッド療術
サロン

ひ み 家
HiMika

アシッド療術エステ師

（公社）療術師会
認定講師 渡辺ひみか

生徒募集中 !
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仙
川
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解

と
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
改
築
及
び
改
修
工
事

の
状
況
で
す
が
、
六
月
末
に
よ
う
や
く

新
校
舎
棟
が
完
成
し
、
八
月
に
引
っ
越

し
を
行
い
ま
し
た
。
九
月
か
ら
は
、
全

て
の
生
徒
が
、
新
校
舎
棟
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　

工
期
予
定
表
に
も
記
載
し
た
通
り
、

本
校
の
改
築
及
び
改
修
工
事
は
、
ま
ず

体
育
館
・
格
技
棟
を
解
体
し
、
そ
の
場

所
に
新
校
舎
棟
を
建
築
、
そ
の
後
、
既

存
校
舎
を
解
体
し
て
新
し
い
体
育
館
・

武
道
棟
を
建
築
す
る
計
画
の
た
め
、
令

和
三
年
度
末
ま
で
は
、
体
育
館
・
武
道

棟
が
な
い
環
境
で
教
育
活
動
を
継
続
し

て
行
う
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
隣
の
、
桐
朋
学
園
、
調
布
市
立
若

葉
小
学
校
、
調
布
市
立
第
四
中
学
校
、

都
立
総
合
工
科
高
校
等
の
関
係
者
の
皆

様
方
に
は
、
本
校
生
徒
の
学
校
行
事
・

部
活
動
等
の
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
ホ

ー
ル
・
体
育
館
等
を
継
続
し
て
ご
提
供

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
体
育
館
・
武
道
棟
が
な
い
環

境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
日
制
課
程
で

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等

を
活
用
し
て
実
施
す
る
六
月
の
体
育
祭
、

九
月
の
文
化
祭
、
三
大
行
事
の
最
後
を

し
め
く
く
る
二
月
の
音
楽
祭
な
ど
を
継

続
実
施
し
、
本
校
の
特
色
化
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
実
施
す
る
学
校
見
学

会
や
学
校
説
明
会
に
は
、
多
数
の
中
学

生
と
保
護
者
の
方
々
に
ご
来
校
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
体
育
館
・
武
道
棟
が

な
い
環
境
の
た
め
、
学
校
見
学
会
や
学

校
説
明
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
事
前

予
約
制
と
な
り
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
令
和
二
年
三
月
ま
で
に
既

存
校
舎
・
プ
ー
ル
・
食
堂
の
解
体
を
行

い
、
四
月
か
ら
三
年
十
二
月
の
期
間
で
、

体
育
館
棟
・
武
道
棟
の
建
築
等
を
行
う

予
定
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
外
構
等
整

備
も
含
め
た
改
築
及
び
改
修
工
事
の
終

了
は
、
四
年
九
月
と
な
る
見
込
み
で
す
。

近
隣
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
御
心

配
・
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
今

後
も
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
来
年
、
本
校
全
日
制
課
程
は
創

立
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
八
〇
周

年
記
念
式
典
は
、
令
和
三
年
度
末
に
新

し
い
体
育
館
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
体育館・格技棟解体 既存校舎・プール・食堂解体

校舎棟建築
（体育館・格技棟の位置に）

（9月～）
体育館棟・武道棟建築

グラウンド外構等整備

（校舎 1改修、テニスコート整備）

（29年 7月～元年 6月） （2年 4月～ 3年 12月）

（～ 9月）

工期予定表

都
立
神
代
高
等
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　

改
築
及
び
改
修
工
事
の
状
況

 

校
長　

小
野
寺　

真
也
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桐
朋
学
園
大
学

仙
川
キ
ャ
ン
パ
ス　

第
二
期
工
事

 

（
学
）
桐
朋
学
園
音
楽
部
門

　

桐
朋
学
園
大
学
の
仙
川
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
年
の
３
月
、
世
界
で
初
め
て
木
造

合
板
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
最
先
端
の
非
常
に
固
い

木
で
す
）
を
使
用
し
た
音
楽
ホ
ー
ル
が

完
成
し
ま
す
。
隈
研
吾
氏
に
よ
る
設
計

で
、
実
業
家
の
宗
次
德
二
氏
か
ら
の
多

額
の
ご
寄
付
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
５
月
10
日
に
建
設
に
関
し

て
の
記
者
会
見
を
行
っ
て
発
表
し
ま
し

た
。
実
は
桐
朋
は
音
楽
大
学
・
高
校
・

大
学
院
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ホ

ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
念
願
の

ホ
ー
ル
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
思

い
が
籠
も
っ
て
い
ま
す
。
小
ぶ
り
の
ホ

ー
ル
で
す
が
、
舞
台
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
乗
れ
る
広
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
音

楽
教
室
の
お
子
さ
ん
か
ら
大
学
院
生
ま

で
、
そ
し
て
世
界
の
演
奏
家
の
皆
さ
ん

が
気
持
ち
よ
く
演
奏
し
、
快
適
に
聴
け

る
よ
う
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
桐
朋
学
園
宗
次
ホ
ー
ル
の
記

者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

　

２
０
１
９
年
５
月
10
日
、
千
代
田
区

「
日
本
工
業
倶
楽
部
」
に
お
い
て
宗
次

德
二
氏
寄
附
に
よ
る
、
隈
研
吾
氏
設
計

「（
仮
称
）
桐
朋
学
園
宗
次
ホ
ー
ル
」
建

設
発
表
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ホ
ー
ル
の
特
徴
は
音
楽
ホ
ー
ル
と

し
て
は
世
界
で
初
め
て
強
度
の
高
い

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」
が
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」
は
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
た

木
質
構
造
用
材
料
で
強
度
を
保
ち
な
が

ら
も
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
新

し
い
木
材
と
し
て
昨
今
熱
い
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
関
係
、
建
築
関
係

を
含
め
多
く
の
方
が
出
席
し
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
に
お
い
て
宗
次
氏
は
「
こ
こ
か

ら
世
界
に
羽
ば
た
き
、
活
躍
す
る
音
楽

○完成予想図

▶
左
よ
り
完
成
予
想
模
型
を
囲
ん
で
、
前
田

操
治
氏
（
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
）、
隈
研
吾
氏
（
建
築
家
、
東
京

大
学
教
授
）、
宗
次
德
二
氏
（
カ
レ
ー
ハ
ウ

ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋
の
創
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
イ
エ
ロ
ー･

エ
ン
ジ
ェ
ル
理
事
長
）、唐
澤

誠
氏（
唐
澤
誠
建
築
音
響
設
計
事
務
所
代
表
）

家
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
」
と
し
、
隈

氏
は
「
弦
に
着
想
を
得
た
木
製
ル
ー
バ

ー
な
ど
、
設
計
し
な
が
ら
楽
器
を
つ
く

っ
て
い
る
感
覚
で
し
た
」、
ま
た
前
田

操
治
前
田
建
設
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
高
い
品
質
の

建
物
を
引
き
渡
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

に
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。銀座ヤマハホール

主催：日々新しき村の会

開演 18:30 ／開場 18:00

チケット Ｓ席：5,000 円　自由席：4,000 円

チケット
取り扱い

チケットぴあ　0570-02-9999
http://pia.jp/t
P コード：163832　

お問い合わせ スピカ　03-3978-6548
spica@sepia.ocn.ne.jp

Program
　クライスラー
ベートーヴェンの主題によるロンディーノ
　クライスラー
コレルリの主題による変奏曲
　パガニーニ
カンタービレ
　ドヴォルザーク
ユーモレスク
　フォーレ
夢のあとに
　サンサーンス
白鳥（ピアノトリオ版）
　ドヴォルザーク
ピアノ三重奏曲第４番ホ短調作品 90「ドゥムキー」より 

　ベートーヴェン
ピアノとヴァイオリンのためのソナタ第９番イ長調作品 47「クロイツェルソナタ」
　スメタナ
我がふるさとより第２番

2019.10.28 月

〒104-0061　東京都中央区銀座 7-9-14
ヤマハ銀座ビルインフォメーション：03-3572-3171
　　　　　　　　　　　　　　　　　（11:00 ～ 19:30）

ヴァイオリン  石川 静  Shizuka  Ishikawa
新しき村の石川清明（財団法人新しき村前理事長）の長女として生まれる。
4 歳からヴァイオリンを始める。14 歳の時、プラハのチェコ国営放送局
主催の国際コンクール ”コンチェルティーノ・プラガ ”に優勝する。
中学校を卒業した1970年、プラハ音楽アカデミーに留学する。1972年ヴィ
エニャフスキ国際ヴァイオリン・コンクールで第２位となり、注目を集め、
翌年に急遽スークの代役としてチェコ・フィルとの共演でデビューして
大成功を収める。
これまでにチェコ・フィルをはじめ、ベルリン国立歌劇場管弦楽団、ゲヴァ
ントハウス管弦楽団、レニングラード・フィル、ＮＨＫ交響楽団など世界
有数のオーケストラと共演する。ソロに加え、1997 年に「クーベリック
トリオ」としても活動を開始し、世界各地で幅広く活躍する。
数多くのレコード、ＣＤがレリースされているが、いずれも高く評価され
ている。1987年録音のミスリヴェチェクの全曲演奏は、ゴールデン･ディ
スク賞を受賞。
ヴィエニャフスキ国際コンクール、エリザベート王妃国際コンクール、
クライスラー国際コンクールなど著名コンクールで数多く入賞を果たす。
芸術選奨新人賞 (1976 年 )、芸術祭優秀賞 (1979 年 ) を受賞。

新しき村創立101周年記念コンサート新しき村創立101周年記念コンサート
Kubelik TrioKubelik TrioKubelik Trio クーベリック・トリオクーベリック・トリオクーベリック・トリオKubelik Trio クーベリック・トリオ

室内楽の国チェコの名門トリオが奏でる秋の響き
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ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫
は
10
月
に
一
周
年

を
迎
え
ま
す
。「
あ
れ
、
本
屋
さ
ん
か

と
思
っ
た
」
と
お
店
に
入
っ
て
き
て
く

だ
さ
る
方
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
一
角
で
は
イ

ン
ド
の
ス
パ
イ
ス
で
淹
れ
る
チ
ャ
イ
や
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
お

茶
と
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
ア
ー

ト
や
旅
の
本
も
用
意

し
て
い
ま
す
。
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

第
一
線
で
活
躍
す
る

作
家
、
新
進
気
鋭
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
絵

画
や
写
真
作
品
を
展

示
・
販
売
し
て
い
ま

す
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
イ
ン
ド

先
住
民
族
の
絵
も
大
人
気
で
す
。

　

ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫
を
運
営
す
る
の
は

イ
ン
ド
農
村
部
の
学
校
を
舞
台
に
、
教

育
支
援
を
目
指
し
て
壁
画
の
芸
術
祭
を

ア
ー
ト
と
手
仕
事
と
映
画
の
世
界
へ

ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫

　

株
式
会
社
コ
ト
リ
ボ
イ
ス
は
音
声
を

扱
う
会
社
で
す
。
声
優
と
ナ
レ
ー
タ
ー

を
合
わ
せ
て
十
名
ほ
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
ラ
ジ
オ
番
組
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
の

音
声
収
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

五
月
に
、
上
祖
師
谷
か
ら
仙
川
一
丁
目

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
桐
朋
学
園

の
正
門
か
ら
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
左
手

の
建
物
、
ド
ア
の
横
に
〝K

O
T
O
RI 

V
O
ICE

〟
と
書
か
れ
た
看
板
が
掛
か

っ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
分
か
る
と
思

い
ま
す
。

　

一
階
は
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
、
地
階

が
録
音
ス
タ
ジ
オ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
Ｃ
Ｍ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
音
声
収
録
が
日
々

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
歳
烏
山
在
住

の
専
門
家
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
貰
い
、

六
月
中
頃
か
ら
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

お
よ
そ
９
畳
の
防
音
空
間
を
録
音
ブ

ー
ス
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
に
仕

切
り
、
雑
音
の
全
く
入
ら
な
い
、
テ

レ
ビ
の
放
送
に
も
使
え
る
高
品
質
な

録
音
が
出
来
ま
す
。

　

一
般
の
方
に
は
こ
の
ス
タ
ジ
オ
を
、

専
属
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
付
き
一
時
間

五
千
円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

例
え
ば
自
作
の
ビ
デ
オ
に
プ
ロ
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
付
け
た
い

声
優
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
コ
ト
リ
ボ
イ
ス

 

　
　

方
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
で
自
分
の

番
組
を
放
送
し
て
み
た
い
方
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
わ
が
社
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
に
ラ
ジ
オ
番
組
は
、
お
仲
間
と
一
緒

に
作
る
と
楽
し
い
で
す
よ
。
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
ち
な
み
に
仙
川
の
企
業
と
し
て
の
悲

願
は
、商
店
街
に
流
れ
る
放
送
を
担
当

す
る
こ
と
で
す
。
ご
覧
の
関
係
者
の
皆

さ
ま
！　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
）

株
式
会
社
コ
ト
リ
ボ
イ
ス

０
３
─
６
９
０
９
─
０
６
２
４ 

Em
ail: info@

kotori-voice.jp
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開
催
し
て
き
た
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
芸
術
祭
を
開
催
し
な

が
ら
蓄
積
し
て
き
た
イ
ン
ド
国
内
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ヒ
ン
デ
ィ
語
を
駆
使

し
、
手
つ
む
ぎ
、
手
織
り
、
天
然
染
め

な
ど
大
量
生
産
品
で
な
い
物
作
り
を
イ

ン
ド
の
職
人
た
ち
と
は
じ
め
た
の
は

２
０
１
２
年
の
こ
と
。
以
来
〝
ツ
ォ
モ

リ
リ
〟
と
し
て
伝
統
的
な
技
術
を
継
ぐ

人
々
や
、
そ
れ
ら
を
現
代
の
モ
ー
ド
に

組
み
込
も
う
と
し
て
い
る
新
進
気
鋭
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
と
手
仕
事
に
勤
し
ん

で
い
ま
す
。
工
房
で
彼
ら
・
彼
女
ら
に

日
本
の
皆
さ
ん
の
反
応
を
伝
え
た
時
の
、

は
に
か
ん
だ
笑
顔
や
、
誇
ら
し
げ
に
胸

ミ
シ
ン
カ
フ
ェ
＆
ラ
ウ
ン
ジ
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ

お
か
げ
さ
ま
で
8
周
年
！

 

　
　

　

仙
川
駅
か
ら
徒
歩
8
分
、
母
娘
で
営

む
小
さ
な
店
で
す
が
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
、
２
０
１
９
年
9
月
25
日
に
8
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
家
庭
用
ミ
シ
ン
、
ロ
ッ
ク

ミ
シ
ン
、
職
業
用
ミ
シ
ン
、
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
珍
し
い
ミ
シ
ン
、
裁
断
台
が

あ
り
ま
す
。

　

ミ
シ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
ご
利
用
は
1
時

間
か
ら
で
、
ミ
シ
ン
の
機
種
や
台
数
に

よ
っ
て
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
の
時
間
貸
し
以
外
に
は
【
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
材
料
の
指
定
な
く
好
き

な
も
の
だ
け
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
作
れ

る
フ
リ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
】
や

【
ニ
ッ
ト
素
材
の
ソ
ー
イ
ン
グ
を
楽
し

む
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
の
お
教
室
】、【
数
時

間
で
洋
服
、
バ
ッ
グ
、
帽
子
、
小
物
が

完
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
も
開
催

し
て
お
り
、
洋
服
の
丈
詰
め
等
【
簡
単

な
お
直
し
】
と
【
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

の
デ
ジ
タ
ル
製
版
】
も
承
っ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
の
み
の
ご
利
用
も
可
能
で
す
の

で
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
♡

世
田
谷
区
上
祖
師
谷
７
─
19
─
16

荒
井
第
一
マ
ン
シ
ョ
ン
１
０
３
号

電
話
０
３
─
６
２
７
９
─
６
９
８
７

月
曜
定
休 

を
張
る
姿
は
私
た
ち
の
励
み
で
も
あ
り

ま
す
。
時
が
育
ん
だ
手
仕
事
た
ち
は
、

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て

い
る
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

　

ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫
は
、
映
画
館
に
も

な
り
ま
す
。〝
ツ
ォ
モ
リ
リ
シ
ネ
マ
〟

と
し
て
、
毎
月
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
の
上
映
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ト
ゥ
ル
ー
コ
ス
ト
」「
ア
レ
ッ
ポ
最
後

の
男
た
ち
」「
Ｚ
Ａ
Ｎ
～
ジ
ュ
ゴ
ン
が

姿
を
み
せ
る
と
き
」「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
ア
イ
ラ
ン
ズ
」
な
ど
、
今
、
世
界
で

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
迫
っ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で

す
。

自
分
ら
し
い
多
様
な
楽
し
み
方
を
見
つ

け
に
、
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
０
３
│
６
３
３
８
│
１
４
６
９

 

浜
尾
和
徳
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Tel / Fax 3305-7870仙川町 1-12-13イナガワビル B1
貸しスペース（ピアノあり）CHOFU SENGAWA 1-12-12

TEL.3326-2476

0120-540-446
仙川かおる幼稚園隣

新しい絵本から戦前の古書・紙資料まで

古いモノ大切にします

文紀堂書店
03－3300－2661
11：30 ～ 14：00
18：00 ～ 21：00
水曜定休

2Fランチ　11：30～13：30
ディナー　17：30～22：30

仙川商店街南側　笹本ビル 1F
Tel.03-3307-7033 ／水曜定休

http://www.sasara-sasara.com

四季折々の和菓子

餡の輪

桐朋学園正門通り tel/fax 03-6875-2705

若葉町2-25-15　ラ・ヴィオーラ102

11：30～15：00
17：00～23：00

070-6409-3413

調布市若葉町 1-31-31
☎03-3300-6005

マカロンとフランス菓子のお店

ガトーメゾン　ジャリーヴ

月・火　定休日
水～金　11：00-17：00
土・日　10：00-16：00

BOUTIQUE

出張専門
日本料理

さがん
☎3307-8448

トケイ・メガネ

仙川商店街　仙川町 1－11－17　☎3300－0667

ナ　カ　エ
創業68年 新装オープン‼
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▼
し
ま
ね
こ
や
〜
低
糖
質
お
や
つ
の
お
店

　

桐
朋
学
園
正
門
向
か
い
の
美
容
院
ビ
ル
3

階
の
工
房
で
週
に
一
度
程
度
開
店
。
境
界
型

糖
尿
病
の
店
主
が
糖
質
制
限
を
知
っ
て
救
わ

れ
た
経
験
を
活
か
し
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
、
か
わ
い
く
て
お
い
し
く
て
カ

ラ
ダ
に
優
し
い
焼
き
菓
子
を
作
っ
て
い
ま
す

（
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
）。

営
業
日
は
ブ
ロ
グ
参
照
。

http
://shim

anekoya.b
log

.fc2.com
/

▼
関
口
靴
工
房

　

桐
朋
学
園
正
門
通
り
の
〝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
ス
ペ
ー
ス
〟
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
全
て

の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
若
葉
町
1
丁
目

の
工
房
で
引
き
続
き
、〝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〟

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
！

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
９
０
９
・
１
６
７
４

http
://zend

ai.jp

▼
画
材
店
モ
ッ
テ
〜
閉
店
セ
ー
ル

　

画
材
オ
ー
ル
50
％
オ
フ
（
油
絵
具
・
水
彩

絵
具
・
ア
ク
リ
ル
絵
具
・
画
筆
・
ハ
ガ
キ
・

彫
刻
刀
・
ゴ
ン
ド
ラ
パ
ス
テ
ル
２
４
０
種
）

　

額
縁
20
～
50
％
オ
フ

　

絵
画
・
版
画
20
～
50
％
オ
フ

　

ま
た
、
モ
ッ
テ
の
ご
縁
あ
る
画
家
た
ち
の

作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
！

　

雨
田
光
弘
氏
の
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
４
種

類
が
入
荷
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
末
頃
ま
で
は
開
店
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
来
店
を
。

☎
３
３
０
０
・
８
２
８
７

▼
ヘ
ア
ー
ス
タ
ジ
オ
・
キ
ャ
ラ
〜
閉
店

　

本
年
5
月
23
日
を
持
ち
ま
し
て
、
閉
店
い

た
し
ま
し
た
。
50
年
余
に
わ
た
り
、
ご
愛
顧

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
ス
ロ
ー
バ
ラ
ー
ド
〜
9
月
30
日
閉
店

　

若
葉
町
2
丁
目
バ
ス
停
前
の
小
さ
な
コ
ー

ヒ
ー
店
。「
朝
7
時
30
分
か
ら
」と「
喫
煙
可
」

も
あ
り
、
6
年
余
、
多
く
の
お
客
様
に
来
店

頂
き
深
謝
い
た
し
ま
す
。
青
森
に
転
居
し
ま

す
が
、
仙
川
の
人
た
ち
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

▼
ご
は
ん
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
空
彩
（
そ
ら
い
ろ
）

　

若
葉
町
２
丁
目
バ
ス
停
前
の
小
さ
な
定
食

屋
。毎
日
来
て
も
飽
き
な
い
よ
う
に
旬
の
魚
・

肉
料
理
を
中
心
に
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

お
一
人
で
も
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

食
材
は
近
く
の
農
家
や
店
主
故
郷
の
北
海

道
か
ら
、
地
方
の
知
人
農
家
か
ら
と
、
多
方

面
か
ら
取
り
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
食
材
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
連
絡
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

　

皆
様
の
毎
日
の
生
活
を
食
を
通
し
て
支
え

ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
せ
っ
せ
と
ご
飯

作
っ
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

naniiro_sorairo@
yahoo.co.jp

☎
０
７
０
・
６
４
０
９
・
３
４
１
３

Sengawa

桐
朋
学
園
音
楽
部
門

 
https://w

w
w

.tohom
usic.ac.jp/

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学

 
http://w

w
w

.toho.ac.jp/college/

白
百
合
女
子
大
学

 
http://w

w
w

.shirayuri.ac.jp/student/

せ
ん
が
わ
劇
場

 
http://w

w
w

.sengaw
a-gekijo.jp/

実
篤
記
念
館

 
http://w

w
w

.m
ushakoji.org/

奏
音
の
小
箱

 
https://w

w
w

.canonnokobako.com
/

イ
ベ
ン
ト
ニ
�
�
ス

ア
ク
セ
ス

イ
ベ
ン
ト
ニ
�
�
ス

ア
ク
セ
ス
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ご
自
分
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
時
に
、

「
淹
れ
る
の
が
上
手
じ
ゃ
な
い
の
で
、

美
味
し
く
な
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
実
は
こ
れ
は
、
思
い
込
み
で

あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

料
理
で
例
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
コ
ー

ヒ
ー
は
、
水
と
コ
ー
ヒ
ー
豆
だ
け
で
で

き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
は
料
理
の

材
料
。「
淹
れ
る
」
こ
と
は
、
調
理
と

言
え
ま
す
。
自
宅
で
料
理
を
し
て
上
手

に
で
き
な
か
っ
た
時
、
調
理
の
部
分
だ

け
が
原
因
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
確

か
に
味
付
け
を
間
違
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
材
料
の
鮮
度
な
ど
も
考
慮
に

入
れ
る
は
ず
で
す
。
鮮
度
の
落
ち
た
材

料
で
料
理
を
す
れ
ば
、
美
味
し
さ
が
落

ち
て
し
ま
う
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
時
も
、

材
料
の
鮮
度
が
大
切
な
の
で
す
。
残
念

な
こ
と
に
、
お
店
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

買
っ
て
き
た
だ
け
で
は
、
鮮
度
が
良
い

と
は
限
り
ま
せ
ん
。「
焙
煎
し
て
か
ら

ど
れ
だ
け
経
っ
て
い
る
か
」
が
重
要
な

の
で
、
自
家
焙
煎
が
鮮
度
で
は
最
も
優

れ
ま
す
。

　

当
店
で
は
自
家
焙
煎
は
、「
手
仕
事

の
コ
ー
ヒ
ー
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
で
焙
煎
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

１
つ
１
つ
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
向
き
合
っ

て
、
焙
煎
の
方
法
と
焙
煎
度
合
を
決
め

て
い
ま
す
。
焙
煎
の
前
後
に
は
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
不
良

豆
を
手
で
取
り
除
い
て
い
ま
す
。
当
店

の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
全
て
手
作
業
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
手
間
を
掛
け
て
、
初
め
て

質
の
良
い
材
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
豆

を
鮮
度
の
良
い
状
態
で
、
ご
自
宅
で
淹

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
ー
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で

き
っ
と
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
で
き
ま

す
よ
。
淹
れ
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

に
ゆ
っ
く
り
と
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
こ
の
「
手
仕
事
の
コ
ー
ヒ
ー
」

に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

�

（
神
代
書
店　

南
側
）

手
仕
事
の
コ
ー
ヒ
ー

　 
C

afe C
ajon　

平ひ
ら
む
ら村　

潤じ
ゅ
ん
う雨
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●編集制作スタッフ●
表紙・口絵写真：林莊祐
表紙タイトル（創刊号より）：山岡義典
グラビア写真：山口道朗
データ入力・編集デザイン・制作：山下琢
題字・カット：こやまきょうへい　山下琢
地図制作：小森葵・横山圭（仙川地図研究所）
広告営業：佐美佑
印刷／製本：竹中求
配布：子吉信成、桑原昇、竹中求
HP：大菊健太
●編集協力●
林眞理（狛江市東野川）、沼崎栄一（桐朋学園）、
川口信子（仙川町 2）、平野秀治（相模原市上鶴間本町）、
山口千穂（虎ノ門法律経済事務所）、
和田夏実・栗田莉七（モッテ）
白百合女子大学事務局長室、調布市総務課公文書管理
係、調布市立中央図書館調査支援係、同緑ヶ丘分館、
同若葉分館

　せんがわまちニティ情報センターは、仙川における総合的な情報センターとして、仙川
の資料室・広報室・企画室の役割を担い、雑誌社やボランティアバンク、シンクタンクの
機能を追求しています。有志のボランティア活動が基本で、チエ・情報とパワー・カネを
持ち寄り、センター及び「せんがわ 21」の維持運営にあたっています。現在、定期刊行
のために取材・編集及び制作スタッフを募集しております。また、資金面でのご支援もい
ただきながら、新しき街・せんがわづくりのための諸活動を展開していきます。
□カンパ誌代はとは─コミュニティ共有財への“先読後志”での誌代
　　　　　　　　　　　　カンパ誌代……1冊 300 円
□賛助会員とは─センターの目的と活動に賛同し、維持のために支援してくれる人
　　　　　　　　　　賛助会員会費……一口 5,000 円のカンパ
□維持読者とは─『せんがわ 21』の刊行維持のために支援してくれる人
　　　　　　　　　　維持読者会費……一口 1,000 円のカンパ
◆お申し込み・会費は郵送あるいは当方へお電話くだされば取りに伺います。なお、下記
の口座もご利用ください。当該支店にお申し込みいただければ、手数料はかかりません。
	 郵便振替：口座番号００１５０−６−５７０６８８
	 　　　　　　　加入者名　せんがわまちニティ情報センター
	 銀行等：芝信用金庫　仙川支店　普通９０３１２５８
	 　　　　みずほ銀行　調布仙川支店　普通１８０２３４８
	 　　　　三菱UFJ 銀行　仙川支店　普通００７７３４７
	 　　　　　　　口座名　せんがわまちニティ情報センター　青野友太郎

編集制作スタッフ及び編集協力の各位（敬称略）

せんがわ 21　人財＆カンパ大募集 ! !
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小
幡
邦
仁　

坪
井
和
男

	

計
39
口

○
維
持
読
者
会
費
受
領
（
一
口
千
円
）

藤
丸
貞
男　

ハ
タ
キ
ヨ
シ
の
店　

大
和
田
正
治

秋
山
一
則　

住
吉
廣
行　

大
脇
正
昭　

内
田
武

原
川
耕
治　

北
村
雅
美　

倉
敷
ミ
チ
子

西
尾
理　

村
木
徳
一　

黒
川
弘　

諏
訪
部
彰
三

井
上
早
苗　

吉
澤
喜
美
子　

太
田
英
一

本
庄
清
志　

伊
藤
綾
野　

市
村
凱
夫　

伊
藤

宮
本
良
博　

谷
川
利
夫　

松
尾
欣
治

宮
内
俊
信　

す
が
い
し
げ
子　

横
田
利
久

	

41
口

○
カ
ン
パ
誌
代
（
一
冊
三
百
円
）

　

12
名
25
冊	

７
、５
０
０
円

○
広
告
収
入
（
第
24
号
）

　

77
件　

５
０
０
、５
０
０
円

○
合
計　

７
４
４
、０
０
０
円

　

各
位
の
ご
支
援
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

編

集

室

か

ら

▼
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
「
む
の
た
け
じ

地
域
・
民
衆
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
賞
」
の

Ｐ
Ｒ
シ
ン
ポ
が
9
月
26
日
に
日
比
谷
図

書
文
化
館
で
開
催
さ
れ
た
。「
今
、
地

域
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
何
が
で
き
、
何

を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」
が
テ
ー
マ
で

し
た
。
青
野
が
ゲ
ス
ト
パ
ネ
リ
ス
ト
の

一
人
と
な
っ
た
。
仙
川
で
の
本
誌
刊
行

ス
タ
イ
ル
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
意
義
が
再

確
認
さ
れ
た
。
愛
読
し
て
い
る
沖
縄
の

季
刊
誌
『
け
ー
し
風
』
を
第
二
回
賞
に

他
薦
し
た
。

▼
本
誌
は
京
王
線
仙
川
駅
の
駅
勢
圏
で

あ
る
緑
ヶ
丘
・
仙
川
・
若
葉
・
入
間
町

の
空
間
で
、住
む
人
（
一
万
四
千
世
帯
・

二
万
七
千
人
余
）
と
働
き
、
学
び
、
買

い
物
、遊
び
に
来
る
人
た
ち
に
よ
る〝
新

し
き
街
・
せ
ん
が
わ
〟
づ
く
り
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
密
着
型
の
地
域
メ
デ
ィ
ア

を
志
向
し
て
い
ま
す
。

▼
本
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
の「
電
子
書
籍
版
」

で
創
刊
号
（
78
年
8
月
）
か
ら
18
号

（
２
０
０
０
年
新
春
）
ま
で
は
公
開
中
。

14
号
（
93
年
8
月
）
の
「
せ
ん
が
わ
界

隈
史
」
は
１
８
８
頁
の
大
作
。
近
く
の

図
書
館
で
高
読
い
た
だ
け
る
。

▼
現
在
４
千
部
を
発
行
し
、
内
３
千
５

百
部
を
店
舗
・
企
業
の
全
て
に
、
各
家

庭
に
は
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
無
料
宅
配
。

『
せ
ん
が
わ
21
読
者
の
集
い
』

○
11
月
2
日
（
土
）
13
：
30
〜
15
：
30

○
12
月
14
日
（
土
）
15
：
00
〜
17
：
00

於
・
本
誌
編
集
室

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

編
　
集
　
後
　
記

▼
さ
て
、
前
記
に
倣
え
ば
詰
め
組
み
に

お
い
て
こ
と
本
文
組
み
の
よ
う
な
場
面

で
は
仮
名
間
隔
に
適
度
な
空
き
を
設
け

た
方
が
読
み
や
す
く
な
る
わ
け
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
書
体
は
使
用
サ
イ
ズ
に
よ
っ

て
振
る
舞
い
を
変
え
る
こ
と
が
な
い
の

で
、
こ
の
対
応
は
制
作
者
が
行
う
こ
と

と
な
る
。
明
確
な
意
図
の
下
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
字
詰
め
が
、
果

た
し
て
読
み
や
す
さ
の
観
点
に
お
い
て

肯
定
的
な
機
能
を
持
ち
得
る
も
の
か
、

一
考
の
価
値
は
あ
る
の
で
は�（
山
下
琢
）

▼
今
回
も
多
く
の
〝
せ
ん
が
わ
び
と
〟

に
出
合
い
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
。
と

に
か
く
〝
働
き
が
い
〟
と
〝
生
き
が
い
〟

が
連
動
し
た
人
生
を
過
ご
せ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。〝
心
の
時
代
〟
に
、
こ
と
ば

を
大
切
に
し
た
い
。
本
誌
は
い
さ
さ
か

ア
ナ
ロ
グ
派
で
あ
る
が
、
年
２
回
は
刊

行
し
、
日
常
的
に
は
Ｈ
Ｐ
の
リ
ン
ク
集

を
充
実
さ
せ
、
仙
川
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
し
た
い
。
Ｈ
Ｐ
の
運
営
に
強

い
人
財
の
参
画
を
！�

（
青
野
友
太
郎
）

せ
ん
が
わ
21　

第
25
号

仙
川
の
寺
院
・
神
社
・
教
会

心
和
む　

仙
川　

入
間
川　

野
川

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
『
え
ね
こ
や
』
づ
く
り

発
行
日
：
２
０
１
９
年
10
月
10
日

頒
価
：
カ
ン
パ
誌
代　

３
０
０
円

発
行
部
数
：
４
０
０
０
部

編
集
長
：
佐
美
佑

編
集
発
行
人
：
青
野
友
太
郎

編
集
及
発
行
所
：

せ
ん
が
わ
ま
ち
ニ
テ
ィ
情
報
セ
ン
タ
ー

東
京
都
調
布
市
仙
川
町
１
・
１
６
・
１
８

杉
田
第
一
ビ
ル
３
階

〒
１
８
２
︱
０
０
０
２

Ｔ
＆
Ｆ　

０
３
・
３
３
２
６
・
２
７
０
７

sengaw
a21.aono@

jcom
.hom

e.ne.jp
http://w

w
w
.sengaw

a21.net/

印
刷
・
製
本　

カ
ロ
ン
企
画



（プログラムは本誌 No.24の P.19を参照） 写真：山口道朗 桐朋学園学生による演奏

総合司会　亀井奈緒氏

報告　松田省吾氏報告　松尾欣治氏ポエム劇　末永昭彦氏閉会挨拶　川原慎一氏

バーベキュー懇親パーティ

パネル討論 開幕挨拶　武者小路知行氏講演　前田速夫氏



▲子どもたちと「地球を救う作戦会議」。ボードゲームは、えねこやオリジナル。▲「たづくりまつり 」に出展　はじめての出張

▼多摩産を含む国産木材を使用して仕上げに
柿渋を塗布。内部にはやさしい木の香り。

▲エアコンやペレットストーブ、
　ミニキッチンやロフトもあります。

自然エネルギーだけで　心地よく過ごせる
小さな　動くおうち

写真：水野眞奈美／えねこや　イラスト：湯浅景子

移動式えねこやの企画・設計・運営
一般社団法人えねこや

Tel.042 - 483 - 8686　mail: info@enekoya.com

たくさんの皆さんの協力で
2019 年春　完成

たくさんの皆さんの協力で
2019 年春　完成

たくさんの皆さんの協力で
2019 年春　完成

4月 6日、深大寺境内をお借りして作業開始。クラウ
ドファンディング協力者など、幼児から 70 代までの
延 200 人以上が参加。

▲深大寺北町の建築設計事務所・六曜舎は、「えねこや1号」。電気・ガスを引かず、
エネルギーの自給自足を実現。2016 年 6月以来、順調に稼働しています。「移
動式えねこや」はその縮小版。ここが発進基地です。



▲壁や天井には木質の断熱材

▼えねこや＝エネルギーの小屋。屋根に太陽光発電パネルを搭載。
　蓄電池があるので、雨の日や夜も大丈夫。

▼4月 27日　お披露目会

▲「たづくりまつり 」に出展　はじめての出張

▼多摩産を含む国産木材を使用して仕上げに
柿渋を塗布。内部にはやさしい木の香り。

▲エアコンやペレットストーブ、
　ミニキッチンやロフトもあります。

▲車で牽引し、広場や公園、学校・学童保育などに
出張します。ぜひ声をかけてください。

4月 6日、深大寺境内をお借りして作業開始。クラウ
ドファンディング協力者など、幼児から 70 代までの
延 200 人以上が参加。

▲子どもたちと「地球を救う作戦会議」。ボードゲームは、えねこやオリジナル。▲「たづくりまつり 」に出展　はじめての出張

▼多摩産を含む国産木材を使用して仕上げに
柿渋を塗布。内部にはやさしい木の香り。

▲エアコンやペレットストーブ、
　ミニキッチンやロフトもあります。

自然エネルギーだけで　心地よく過ごせる
小さな　動くおうち

写真：水野眞奈美／えねこや　イラスト：湯浅景子

移動式えねこやの企画・設計・運営
一般社団法人えねこや

Tel.042 - 483 - 8686　mail: info@enekoya.com

たくさんの皆さんの協力で
2019 年春　完成

たくさんの皆さんの協力で
2019 年春　完成

たくさんの皆さんの協力で
2019 年春　完成

4月 6日、深大寺境内をお借りして作業開始。クラウ
ドファンディング協力者など、幼児から 70 代までの
延 200 人以上が参加。

▲深大寺北町の建築設計事務所・六曜舎は、「えねこや1号」。電気・ガスを引かず、
エネルギーの自給自足を実現。2016 年 6月以来、順調に稼働しています。「移
動式えねこや」はその縮小版。ここが発進基地です。



地元で愛され 60 年

仙川商店街通り中央 ☎ 03 - 3300 - 5016 http://www.sengawa.com/satodenki_sengawa/

1957年創業 2015年店舗改築へ 2016年新装開店

「眠れるジプシー女」アンリ・ルソー

栗田慶子さん　栗田行雄氏　小沢基弘氏

若き絵描きたちの作

イボンヌ・モッテ（仏の画家）

創業時のモッテ

モッテの人びと



八幡山

八幡山駅

芦花公園駅
環
八
通
り

千歳烏山駅

甲州
街道

中央
道

仙川駅

つつじヶ丘駅

柴崎駅

三
鷹
通
り

武
蔵
境
通
り

国領駅
布田駅

調布駅

京王多摩川駅

西調布駅 京王線

飛田給駅 粕谷
上祖師谷

上高井戸
北烏山

南烏山
給田仙川町

北野

緑ヶ丘

新川深大寺
東町深大寺

北町

深大寺
元町

深大寺
南町 中原

西つつじ
ヶ丘 東つつじ

ヶ丘

若葉町

入間町

東野川
西野川

菊野台

国領町

染地

布田
小島町

多摩川

下石原上石原

飛田給

富士見町

調布ヶ丘 佐須町

八雲台

柴崎

成城

無料査定
秘密厳守
※法律・税務につきましては、ご相談内容により弊社顧問弁護士・顧問税理士と連携してご相談を承ります。（要予約）

登録中の購入希望顧客情報や
最新の物件情報はこちら！
住友の仲介 検索

▼お客様専用フリーコール（相談会予約受付番号）

0120-994-229

こんなことでお困りではありませんか？

0120-994-229

○今、自宅を売却するといくら位で売れるの？
○不動産を相続で取得…今後の手続きは？
○遠隔地の不動産…今の相場は？
○売る時買う時の諸費用はどの位？
○敷地の一部だけを売りたい…良い方法は？
○アパートの売却…何から手をつけるの？
○売却したらローンが残ってしまう。それでも
売却できるの？

○再建築ができない不動産…売却できる？
○近所の人に知られずに売却できる？
○買い換え…売却が先？購入が先？
○競売にかかりそう…何か打つ手は？
○住宅ローンはいくら借りられるの？
○すぐに資金が必要…買取ってもらえるの？
○今度の税制改革…内容は？
○売る方が得なの？　貸す方が得なの？

借地
底地

債務
ローン

税務
法律

査定
無料

相続
不動産

住替
買換

※

仙川営業センター
主要エリア

地域
密着



仙
川
の
寺
院
・
神
社
・
教
会

仙
川
の
寺
院
・
神
社
・
教
会

心
和
む
　仙
川
　入
間
川
　野
川

心
和
む
　仙
川
　入
間
川
　野
川

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
え
ね
こ
や
」
づ
く
り

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
え
ね
こ
や
」
づ
く
り

特
集

新
し
き
街

新
し
き
街

2019・
秋

2019・
秋

菅　哲生（かん　てつお）　（株）グローバル設計　代表取締役　所長

カンパ誌代 300円カンパ誌代 300円せんがわ 21webサイト　http://www.sengawa21.net/せんがわ 21webサイト　http://www.sengawa21.net/

せんがわまちニティ情報センターせんがわまちニティ情報センター

　九州、熊本より上京し、昭和 56 年
に（株）グローバル設計を設立以来、
神代書店の建て替え（川原ビル）を皮
切りに、仙川、若葉、緑ヶ丘において、
集合住宅、店舗、老人ホーム、保育園、
医療ビル等、87 棟の設計をてがけて
きました。平成 6 年より 11 年にかけ
て、調布市仙川駅南土地区画整理事業
が行われ、北の甲州街道より、南の都
道 118 号（元和光堂工場、現在島忠
ホームズ）までの区画が整備され、仙
川の街が大きく変貌する事となった際

にも、多くの商業ビル等を設計させて
いただきました。
　近年、マイナビウーマンサイトの「新
婚夫婦が暮らしやすい都内の穴場駅」
（（株）トレジャーファクトリー発表）
で「仙川」が吉祥寺・立川・阿佐ヶ谷
を抜き、1 位になったとの事。若者に
も愛され、お年寄りにも住みやすい街
になってきているのではないかと思い
ます。そんな街づくりに、私自身、少
しは貢献できているのではと、自負し
ております。

仙川地区計画・区画整理模型　1995年 7月
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